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『
新
撰
字
鏡
』
万
葉
仮
名
攷

鈴

木

裕

也

一
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
万
葉
仮
名
は
、
典
拠
の
用
字
か
、

撰
者
の
用
字
か

『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
万
葉
仮
名
の
問
題

1

昌
住
撰
『
新
撰
字
鏡
』
（
十
二
巻
）
は
、
平
安
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
現

存
最
古
の
漢
和
辞
書
と
し
て
知
ら
れ
る

（
一
）

。
『
新
撰
字
鏡
』
の
序
文
に
よ

れ
ば
、
寛
平
四
年
（
八
九
二
）
に
玄
応
『
一
切
経
音
義
』
を
部
首
別
に
再

編
成
し
て
草
稿
で
あ
る
三
巻
本
が
成
立
し
、
昌
泰
年
間
（
八
九
八
～
九
〇

一
）
に
『
切
韻
』
『
玉
篇
』
を
得
て
増
補
し
、
十
二
巻
本
と
な
っ
た
。
撰

者
昌
住
の
伝
は
未
詳
で
、
お
そ
ら
く
南
都
の
仏
僧
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る

（
二
）

。
『
新
撰
字
鏡
』
は
、
現
存
最
古
の
写
本
で
あ
る
天
治
本
（
法

隆
寺
一
切
経
書
写
に
伴
い
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
に
書
写
。
宮
内
庁
書

陵
部
蔵
）
と
、
和
訓
の
あ
る
項
目
の
み
を
抜
き
出
し
た
抄
録
本
に
大
別
さ

れ
、
両
者
は
祖
本
が
異
な
る
と
さ
れ
る
。

『
新
撰
字
鏡
』
は
、
少
し
遅
れ
て
成
立
す
る
『
倭
名
類
聚
抄
』
（
源
順

撰
）
と
と
も
に
、
和
訓
を
豊
富
に
有
す
る
現
存
最
古
の
辞
書
の
一
つ
で
あ

る
（
三
）

。
国
語
史
を
研
究
す
る
上
で
重
要
な
文
献
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な

く
、
特
に
和
訓
は
古
態
を
残
し
、
上
代
語
研
究
に
も
盛
ん
に
利
用
さ
れ
る

（
内
田
一
九
九
六
な
ど
）
。

『
新
撰
字
鏡
』
で
は
、
和
訓
や
一
部
の
字
音
を
表
す
た
め
に
、
万
葉
仮

名
（
真
仮
名
）
を
用
い
て
い
る
。
本
稿
は
、
『
新
撰
字
鏡
』
で
和
訓
や
音

注
に
用
い
ら
れ
て
い
る
万
葉
仮
名
が
、
ど
の
程
度
撰
者
昌
住
の
用
字
を
留

め
て
い
る
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
こ
で
、
『
新
撰
字
鏡
』
が
和
訓
だ
け
で
な
く
一
部
の
字
音
を
表
す
際

に
も
万
葉
仮
名
を
用
い
る
点
に
着
目
す
る
。
和
訓
注
と
字
音
注
は
典
拠
が

異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
仮
に
『
新
撰
字
鏡
』
の
万
葉
仮
名
が
出
典

の
用
字
を
継
承
す
る
な
ら
ば
、両
者
の
仮
名
字
母
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
、

昌
住
に
よ
る
仮
名
字
母
の
改
変
が
加
わ
る
な
ら
ば
、
両
者
の
仮
名
字
母
が

共
通
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
新
撰
字
鏡
』
の
和
訓
注
に
典
拠
が
あ
る
こ
と

2

『
新
撰
字
鏡
』
は
編
纂
の
材
料
と
し
て
、
玄
応
『
一
切
経
音
義
』
『
切

韻
』
『
玉
篇
』
『
爾
雅
』
な
ど
の
中
国
の
音
義
書
や
辞
書
と
と
も
に
、
本
邦

で
撰
述
さ
れ
た
漢
語
抄
類
（
『
新
撰
字
鏡
』
末
尾
の
「
臨
時
雑
要
字
」
は

漢
語
抄
類
を
そ
の
ま
ま
取
り
込
ん
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
、「
私
記
」（
『
新

撰
字
鏡
』
序
文
に
よ
る
）
な
ど
、
和
訓
を
含
む
諸
書
を
用
い
た
。
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平
安
時
代
の
辞
書
や
類
書
な
ど
は
、
典
拠
に
基
づ
い
て
記
述
す
る
態
度

が
顕
著
に
見
ら
れ
、
そ
れ
を
本
文
主
義
と
い
う
（
池
田
一
九
六
九
、
築
島

一
九
七
〇
、
山
田
一
九
九
五
な
ど
）
。『
新
撰
字
鏡
』
は
、『
倭
名
類
聚
抄
』

や
原
撰
本
『
類
聚
名
義
抄
』
と
異
な
り
、
出
典
表
示
が
少
な
い
。
し
か
し
、

『
新
撰
字
鏡
』
の
各
部
首
内
で
は
、
主
要
な
出
典
（
『
一
切
経
音
義
』
『
切

韻
』
『
玉
篇
』
）
を
使
用
し
た
部
分
が
、
出
典
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
と
し
て
ま

と
ま
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
貞
苅
（
一
九
五
九
、
一
九
六

〇
、
一
九
六
一
）
は
、
『
一
切
経
音
義
』
『
切
韻
』
『
玉
篇
』
を
使
用
し
た

部
分
ご
と
に
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
各
部
首
内
を
区
分
し
た
。
こ
の
貞
苅
氏

の
研
究
に
よ
っ
て
、
あ
る
『
新
撰
字
鏡
』
の
項
目
が
、
ど
の
出
典
に
よ
る

か
と
い
う
こ
と
は
概
ね
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
以
後
、
こ
の
貞
苅
氏
の

研
究
を
「
貞
苅
解
剖
」
と
呼
ぶ
。
な
お
、
貞
苅
解
剖
と
同
様
に
、『
切
韻
』

は
『
広
韻
』
、
『
玉
篇
』
は
『
篆
隷
万
象
名
義
』
で
代
用
す
る
）
。

近
年
、
貞
苅
解
剖
の
修
正
が
盛
ん
に
な
さ
れ
て
お
り
（
大
槻
二
〇
二
〇
、

藤
田
二
〇
二
〇
な
ど
）
、
部
首
内
部
の
出
典
採
録
順
は
、
「
出
所
不
詳
」
部

分
を
除
け
ば
、『
一
切
経
音
義
』
―
『
切
韻
』
―
『
玉
篇
』（
―
「
小
学
篇
」

・
「
本
草
」
）
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
永
井
二
〇
〇
九
、
大
槻

二
〇
二
〇
）
。
以
下
に
『
新
撰
字
鏡
』
か
ら
注
文
の
例
を
挙
げ
る

（
四
）

。

日
（
巻
一
、
二
五

）

如
逸
人
質
二
反
、
入
。
實
也
。
大
陽
精
也
。

1

常
満
不
虧
也
。
所
出
為
大
平
、
所
入
為
大
家
（
蒙
）。

晧
（
巻
一
、
二
五

）

古
文
作
顥
。
胡
老
反
。
光
也
。
夕
（
亦
）

8

廣
大
也
。
日
出
也
。
光
明
也
。
比
加
利
、
又
弖
留
。

「
晧
」
の
例
の
よ
う
に
『
新
撰
字
鏡
』
の
注
文
は
、
基
本
的
に
字
体
注
、

音
注
、
義
注
、
和
訓
注
の
順
で
並
ぶ
が
、
「
日
」
の
例
の
よ
う
に
、
い
ず

れ
か
の
注
が
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ
の
二
例
は
、
貞
苅
解
剖
で
「
一
切
経

音
義
を
含
む
」
部
分
と
さ
れ
る
。
前
者
「
日
」
の
場
合
、
玄
応
『
一
切
経

音
義
』
に
『
新
撰
字
鏡
』
の
注
文
と
類
似
す
る
記
述
は
見
ら
れ
ず
、
『
広

韻
』
に
「
説
文
曰
、
實
也
。
太
陽
精
不
虧
。
従
口
一
、
象
形
。
人
質
切
、

五
」（
入
声
質
韻
、
一
一
丁
裏
）
と
あ
り

（
五
）

、『
篆
隷
万
象
名
義
』
に
「
如

逸
反
、
陽
精
」
（
第
五
帖
、
一
二
一
オ
）
と
あ
る
。
「
日
」
の
反
切
注
は
、

『
切
韻
』
と
『
玉
篇
』
を
典
拠
と
し
（
両
反
切
と
も
質
韻
日
母
で
同
音
の

た
め
、
本
来
は
一
方
の
反
切
の
み
注
記
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
）
、
義
注
は

他
に
『
爾
雅
』
（
釋
地
第
九
、
五
六
八
五
頁
）
「
東
至
日
所
出
為
大
平
、
西

至
日
所
入
為
大
蒙
」
を
典
拠
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
者
「
晧
」
は
、

基
本
的
に
玄
応
『
一
切
経
音
義
』
の
注
文
に
よ
る
が

（
六
）

、
和
訓
（
ヒ
カ

リ
、
テ
ル
）
の
典
拠
は
明
ら
か
で
な
い
。
「
日
」
の
注
文
は
『
切
韻
』
『
玉

篇
』『
爾
雅
』
と
い
っ
た
様
々
な
典
拠
か
ら
注
文
を
合
わ
せ
て
お
り
、「
晧
」

の
注
文
は
『
一
切
経
音
義
』
の
記
述
を
中
心
に
据
え
て
和
訓
の
み
を
他
の

典
拠
か
ら
増
補
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
新
撰
字
鏡
』
の
記
述
は
、
基

本
的
に
典
拠
（
出
典
、
材
料
）
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
和
訓
の
典
拠
は
、
部
分
的
に
の
み
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
（
漢
語
抄
類
、
『
文
選
』
、
『
遊
仙
窟
』
、
『
日
本
霊
異
記
』
な

ど
）。
ま
た
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
和
訓
の
一
部
に
、
漢
文
注
を
和
訳
し
た
と

考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
（
吉
田
一
九
五
九
、
築
島
一
九
六
九
、
第
二
編

第
一
章
）（

七
）

。
し
か
し
、
前
述
し
た
当
時
の
本
文
主
義
の
傾
向
や
、
『
一

切
経
音
義
』『
切
韻
』『
玉
篇
』
の
引
用
態
度
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、

基
本
的
に
『
新
撰
字
鏡
』
の
和
訓
は
、
漢
語
抄
類
、
小
学
篇
、
本
草
書
、

訓
点
本
な
ど
の
典
拠
に
よ
る
も
の
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

大
槻
（
二
〇
〇
二
）
は
、
『
新
撰
字
鏡
』
で
和
訓
を
付
す
項
目
の
割
合

が
、
全
体
で
約
一
五
％
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
和
訓
の
総
数
は
、
山
田
（
一

九
四
三
、
八
八
頁
）
は
約
三
七
五
〇
条
、
吉
田
（
一
九
五
九
）
は
約
三
六

〇
〇
条
、
大
槻
（
二
〇
〇
二
）
は
約
三
七
〇
〇
条
と
す
る

（
八
）

。
和
訓
は
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特
に
「
小
学
篇
」
「
本
草
」
か
ら
の
立
項
が
多
い
巻
七
、
「
連
字
」
、
「
臨
時

雑
要
字
」
を
有
す
る
巻
十
二
に
多
い
。
一
字
一
音
式
の
万
葉
仮
名
を
含
む

和
訓
は
、
三
三
二
四
条
存
す
る
。

典
拠
の
用
字
と
撰
者
の
用
字

3

先
に
『
新
撰
字
鏡
』
の
和
訓
は
基
本
的
に
典
拠
に
よ
る
と
述
べ
た
が
、

こ
こ
で
、
典
拠
に
お
け
る
和
訓
の
表
記
を
、
『
新
撰
字
鏡
』
撰
者
が
そ
の

ま
ま
採
用
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
有
坂
（
一
九
三
七
）
は
、『
新
撰
字
鏡
』
の
「
コ
」

の
万
葉
仮
名
に
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
甲
類
と
乙
類
の
書
き
分
け
が
あ
る
と

指
摘
し

（
九
）

、
同
時
代
の
文
献
で
「
コ
」
の
甲
乙
両
類
を
混
用
す
る
文
献

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
万
葉
仮
名
は
、
和
訓
の
典
拠
で
あ

る
文
献
の
用
字
法
に
よ
る
と
推
定
し
た
。
川
瀬
（
一
九
五
五
、
六
〇
頁
）

は
、
典
拠
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
こ
と
も
認
め
な
が
ら
、
全

体
と
し
て
万
葉
仮
名
の
字
母
の
種
類
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
編
纂
に
当
た

っ
て
意
識
的
に
用
字
を
整
理
・
単
一
化
し
て
い
る
と
考
え
た
。
築
島
（
一

九
六
九
、
第
三
編
第
二
章
）
は
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
編
纂
時
が
「
コ
」
の

甲
類
乙
類
統
合
の
過
渡
期
で
あ
っ
た
こ
と
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
仮
名
字
母

の
種
類
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
「
コ
」
の
甲
乙

二
類
の
区
別
は
撰
者
昌
住
の
有
し
た
音
韻
上
の
区
別
を
反
映
す
る
と
考
え

た
。
小
林
（
一
九
七
四
）
は
、
『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
正
訓
の
和
訓
表

記
が
、
典
拠
の
表
記
を
忠
実
に
引
用
し
た
も
の
だ
と
指
摘
し
た

（
十
）

。
西

原
（
一
九
七
八
）
は
、
『
新
撰
字
鏡
』
と
『
日
本
霊
異
記
』
訓
釈
な
ど
の

用
字
を
比
較
し
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
仮
名
が
撰
者
昌
住
の
用
字
で
あ
る
と

指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
か
ら
、『
新
撰
字
鏡
』
の
撰
者
昌
住
は
、

正
訓
な
ど
に
典
拠
の
用
字
を
一
部
用
い
な
が
ら
、
典
拠
に
お
け
る
仮
名
字

母
の
改
変
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
穏
当
だ
ろ
う

（
十
一
）

。

『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
和
訓
の
表
記
に
つ
い
て
、
以
下
の
四
通
り
の

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
以
上
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
る
と
、
「
ロ
」
、

「
ニ
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
見
通
し
が
つ
く
。

イ
、
『
新
撰
字
鏡
』
撰
者
昌
住
は
、
基
本
的
に
出
典
の
用
字
を
継
承
し
、

そ
れ
が
現
在
に
伝
わ
る
。

ロ
、
『
新
撰
字
鏡
』
撰
者
昌
住
は
、
基
本
的
に
出
典
の
用
字
を
昌
住
自
身

の
用
字
に
改
変
し
、
そ
れ
が
現
在
に
伝
わ
る
。

ハ
、
『
新
撰
字
鏡
』
撰
者
昌
住
は
、
基
本
的
に
出
典
の
用
字
を
継
承
し
た

が
、
後
人
が
万
葉
仮
名
に
改
変
を
加
え
た
。

ニ
、
『
新
撰
字
鏡
』
撰
者
昌
住
は
、
基
本
的
に
出
典
の
用
字
を
昌
住
自
身

の
用
字
に
改
変
し
た
が
、
後
人
が
万
葉
仮
名
に
更
に
改
変
を
加
え
た
。

し
か
し
、
ど
の
程
度
撰
者
昌
住
に
よ
る
仮
名
字
母
の
改
変
が
加
え
ら
れ
て

い
る
か
、
ど
の
程
度
後
人
に
よ
る
仮
名
字
母
の
改
変
が
あ
っ
た
か
を
、
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
は
、
は
じ
め
に
『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
和
訓
の
万
葉
仮
名
を
、

字
母
ご
と
に
出
現
頻
度
を
ま
と
め
な
が
ら
考
察
し
、
昌
住
が
仮
名
字
母
を

一
字
種
に
統
一
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
、

「
小
学
篇
」
「
本
草
」
「
連
字
」
に
存
す
る
和
訓
の
万
葉
仮
名
が
典
拠
の
用

字
を
継
承
す
る
場
合
が
あ
る
と
指
摘
す
る
（
二
章
）
。
次
に
、『
新
撰
字
鏡
』

に
お
け
る
音
注
に
用
い
ら
れ
る
仮
名
を
、
字
母
ご
と
に
出
現
頻
度
を
ま
と

め
、
和
訓
の
仮
名
と
比
較
し
、
両
者
の
多
く
が
共
通
す
る
こ
と
を
指
摘
す

る
（
三
章
）
。
最
後
に
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
「
コ
」
の
甲
類
乙
類
、
ア
行

の
「
エ
」
と
ヤ
行
の
「
エ
（
江
）」
に
つ
い
て
、
『
新
撰
字
鏡
』
諸
本
間
で
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の
字
母
の
異
同
を
調
査
し
、
ど
の
程
度
後
人
が
『
新
撰
字
鏡
』
の
字
母
を

改
変
し
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
（
四
章
）。

二
、
『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
和
訓
の
万
葉
仮
名

『
新
撰
字
鏡
』
の
万
葉
仮
名
字
体
表
は
、
川
瀬
（
一
九
五
五
、
六
〇
～

六
一
頁
）
、
『
新
撰
字
鏡
国
語
索
引
』
（
古
典
索
引
叢
刊
４
、
一
九
五
八
）、

築
島
（
一
九
六
九
、
第
三
編
第
一
章
。
一
九
八
一
、
八
三
頁
）
に
載
っ
て

お
り
、
西
原
（
一
九
七
八
）
に
字
母
ご
と
の
出
現
頻
度
が
載
る
が
、
改
め

て
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
の
和
訓
に
使
用
さ
れ
る
字
母
ご
と
に
出
現
頻
度

を
算
出
し
、
【
表

】
に
ま
と
め
た
（
な
お
、
畳
符
で
表
さ
れ
た
も
の
は

1

出
現
頻
度
に
含
め
な
い
）。

【
表

】
で
は
、
左
に
『
新
撰
字
鏡
』
の
和
訓
で
二
例
以
上
出
現
す
る

1

万
葉
仮
名
を
、
右
に
算
用
数
字
で
出
現
頻
度
を
示
し
た

（
十
二
）

。
字
母
は
上

か
ら
出
現
頻
度
順
で
並
べ
た
。

注
目
す
べ
き
は
、
一
音
節
ご
と
に
、
頻
用
さ
れ
る
字
母
が
存
す
る
こ
と

で
あ
る
。
「
ア
」
は
「
阿
」
が
ほ
と
ん
ど
の
和
訓
で
用
い
ら
れ
、
「
カ
」
は

「
加
」
が
、「
マ
」
は
「
万
」
が
頻
用
さ
れ
る
。
他
の
「
安
」「
可
」「
麻
」

な
ど
の
字
母
も
見
ら
れ
は
す
る
が
、
ご
く
少
数
の
例
に
留
ま
る
。【
表

】
1

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
節
の
一
番
上
に
あ
る
字
母
が
頻
用
字
母
で
あ
り
、
そ

れ
以
外
で
頻
用
さ
れ
る
字
母
と
し
て
、「
木
」「
古
」「
左
」「
之
」「
自
」「
地
」

「
弖
」「
夫
」「
布
」「
ヘ
」「
倍
」「
美
」「
无
」「
為
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

「
木
」
は
巻
七
木
部
に
集
中
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
𣖂
」
（
巻
七
、
三

八
七

）
「
牟
久
乃
木
（
ム
ク
ノ
キ
）
」
、
「
檉
」
（
巻
七
、
三
九
〇

）
「
牟

8

2

呂
乃
木
（
ム
ロ
ノ
キ
）
」
な
ど
、
正
訓
と
考
え
ら
れ
る
用
例
が
交
じ
る
の

で
例
外
と
見
る
。
「
古
／
己
」
は
有
坂
（
一
九
三
七
）
が
指
摘
し
た
上
代
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特
殊
仮
名
遣
甲
乙
二
類
の
書
き
分
け
と
考
え
る
。
「
左
」
は
も
と
「
佐
」

の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
（
須
／
酒
、
太
／
大
な
ど
も
同
様
）
。
「
戸
／
ヘ

／
倍
」
、
「
井
／
為
」
は
用
例
が
少
な
い
の
で
、
ひ
と
ま
ず
措
く

（
十
三
）

。
更

に
濁
音
仮
名
と
考
え
ら
れ
る
「
自
」
「
地
」
「
夫
」
を
除
く
と
、
一
音
節
に

対
し
、
多
く
使
用
さ
れ
る
仮
名
字
母
が
二
つ
以
上
存
す
る
も
の
は
、
「
シ

（
志
／
之
）
」
、「
テ
（
天
／
弖
）」
、「
フ
（
不
／
布
）」
、「
ミ
（
弥
／
美
）」
、

「
ム
（
牟
／
无
）
」
の
五
組
の
み
で
あ
る
（
字
母
の
出
現
頻
度
が
拮
抗
す

る
も
の
に
限
れ
ば
「
テ
」
と
「
ミ
」
の
み
に
な
る
）。

し
た
が
っ
て
、
築
島
（
一
九
六
九
、
第
三
編
第
二
章
）
、
西
原
（
一
九

七
八
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、
『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
和
訓
の
万
葉
仮
名

に
お
い
て
、
各
音
節
ご
と
に
頻
用
さ
れ
る
字
母
が
一
つ
に
定
ま
る
こ
と
は
、

『
新
撰
字
鏡
』
撰
者
が
万
葉
仮
名
を
一
つ
の
字
母
へ
ま
と
め
よ
う
と
し
た

と
考
え
ら
れ
る

（
十
四
）

。
そ
れ
に
対
し
て
、
万
葉
仮
名
の
出
現
頻
度
が
少
な

い
字
母
（
出
現
頻
度
が
一
桁
の
も
の
な
ど
）
は
、
撰
者
に
よ
る
字
母
の
改

変
が
徹
底
さ
れ
ず
、
和
訓
の
典
拠
に
お
け
る
用
字
が
『
新
撰
字
鏡
』
に
継

承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
傍
証
と
し
て
、『
新
撰
字
鏡
』
で
出
現
頻
度
の
少
な
い
字
母
が
、「
小

学
篇
」
「
本
草
」
「
連
字
」
の
和
訓
に
ま
と
ま
っ
て
見
え
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

「
小
学
篇
」
「
本
草
」
「
連
字
」
に
つ
い
て
は
、
貞
苅
（
一
九
八
九
）
に

詳
し
い
。
「
小
学
篇
」
は
、
被
注
字
に
万
葉
仮
名
和
訓
の
み
付
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
女
、
酉
、
金
、
木
、
草
、
鳥
、
虫
、
魚
部
末
に
存
す
る
（
出

典
表
示
は
な
い
が
、
親
族
部
の
一
部
、
米
、
瓦
部
も
同
様
に
万
葉
仮
名
和

訓
の
み
付
さ
れ
る
部
分
が
あ
り
、「
小
学
篇
」
が
出
典
だ
と
考
え
ら
れ
る
）
。

被
注
字
に
和
製
漢
字
が
含
ま
れ
、
本
邦
で
作
ら
れ
た
書
と
考
え
ら
れ
て
い

る
（
「
小
学
篇
」
は
書
名
と
さ
れ
る
）
。
「
本
草
」
は
、
木
、
草
、
鳥
部
に

存
し
、
中
国
の
本
草
書
を
も
と
に
日
本
に
お
け
る
増
補
が
加
わ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
貞
苅
一
九
八
三
）。
「
連
字
」
は
、
被
注
字
が
熟
字

の
も
の
（
「
鎡
錤
」
、
「
不
肖
」
な
ど
）
を
集
成
し
た
部
分
で
あ
る
。
三
つ

に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
は
『
一
切
経
音
義
』
、『
文
選
』
、

他
経
典
漢
籍
の
傍
訓
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

以
下
に
出
現
頻
度
の
少
な
い
字
母
が
、
「
小
学
篇
」
「
本
草
」
「
連
字
」

に
立
て
続
け
に
現
れ
る
例
を
挙
げ
る
（
以
下
の
挙
例
で
は
、
出
現
頻
度
の

少
な
い
字
母
を
太
字
で
示
し
、
引
用
末
尾
の
【

】
括
弧
内
に
傍
線
を
付

し
た
和
訓
の
読
み
を
片
仮
名
で
示
す
）。

〇
「
有
」

巻
七
本
草
々
異
名
（
四
五
四

～
四
六
〇

、
こ
の
部
分
に

5

3

頻
用
字
母
「
宇
」
は
四
例
存
す
る
）

牡
桂
（
四
五
五

）

七
八
月
採
皮
、
陰
干
。
豆
知
有
利
。

3

【
ツ
チ
ウ
リ
】

暑
預
（
四
五
五

）

有
毛
。
六
月
採
根
、
曝
干
。

【
ウ
モ
】

5

〇
「
左
」

巻
九
小
学
篇
字
（
五
二
三

～
五
二
四

、
こ
の
部
分
に
頻

8

5

用
字
母
「
佐
」
は
二
例
存
す
る
）

𩶾
（
五
二
四

、
被
注
字
を
小
字
に
誤
写
）

左
女
。

【
サ
メ
】

1

（
五
二
四

）

左
波
。

【
サ
バ
】

1

（
五
二
四

）

波
江
、
又
左
女
。

【
サ
メ
】

1

鰴
（
五
二
四

）

左
波
。

【
サ
バ
】

1

魝
（
五
二
四

）

左
介
。

【
サ
ケ
】

4

〇
「
多
」

巻
十
二
連
字
「
已
下
随
見
得
耳
」（
七
七
三

～
七
七
六

、

5

2

こ
の
部
分
に
頻
用
字
母
「
太
」
は
八
例
存
す
る
）

相
為
（
七
七
三

）

多
須
久
。

【
タ
ス
ク
】

7

抑
塞
（
七
七
四

）

之
不
多
久
。

【
シ
フ
タ
グ
】

2

慣
得
（
七
七
四

）

多
乃
牟
。

【
タ
ノ
ム
】

4
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姑
息
（
七
七
四

）

多
志
不
。

【
タ
シ
フ
】

7

ま
た
、
同
じ
和
訓
内
で
、
出
現
頻
度
の
少
な
い
字
母
が
ま
と
ま
っ
て
現

れ
る
場
合
が
あ
る
。
概
し
て
そ
の
よ
う
な
和
訓
も
、
「
小
学
篇
」
「
本
草
」

「
連
字
」
に
多
く
現
れ
る
。

（
巻
五
、
二
九
二

）

皮
千
。

【
ハ
チ
】

1

2

莝
（
巻
七
、
四
二
四

）

乎
（
千
）
臥
反
。
斬
也
。
又
市
士
（
世
、

2

5

「
筮
」
字
の
反
切
）
反
。
揲
著
（
蓍
）
也
。
久
支
、
又
岐
魯
也
。

【
キ
ル
】

蒷
（
巻
七
、
四
五
〇

）

矣
文
反
。
薹
也
。
（
虫
損
、
牟
か
）

3

7

地
、
可
良
麻
伎
尓
良
。

【
カ
ラ
マ
キ
ニ
ラ
】

大
戟
（
巻
七
、
四
五
八

）

二
月
採
根
、
陰
干
。
念
毗
須
。
一

4

5

云
、
波
夜
草
。

【
ネ
ビ
ス
】

鵄
吻
（
巻
十
二
、
七
七
二

）

至
音
、
勿
音
。
探
左
右
頭
如
鳳

5

7

尾
起
在
者
名
也
。
大
極
殿
上
左
右
所
置
者
也
。
倭
云
、
久
都
可
多
。

【
ク
ツ
ガ
タ
】

貞
苅
解
剖
に
よ
れ
ば
、
例

か
ら
順
に
、「
小
学
篇
」
、「
一
切
経
音
義
」
、

1

「
出
所
不
詳
」
部
分
、
「
本
草
」
、
「
文
選
」
（
連
字
）
が
出
典
と
さ
れ
る
。

「
一
切
経
音
義
」
「
出
所
不
詳
」
部
分
を
出
典
と
す
る
例

・

は
、
と

2

3

も
に
巻
七
に
あ
り
、
巻
七
（
木
部
、
草
部
）
は
、
「
小
学
篇
」
「
本
草
」
の

立
項
が
多
い
（

頁
）
。
そ
の
た
め
、
「
小
学
篇
」
「
本
草
」
の
和
訓
が
、

19

も
と
も
と
存
し
た
「
一
切
経
音
義
」
「
出
所
不
詳
」
部
分
の
被
注
字
と
注

文
に
増
補
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（

頁
、
部
首
内
部
の

18

出
典
採
録
順
を
参
照
）。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
特
に
「
小
学
篇
」
「
本
草
」
「
連
字
」
に
現
れ
る
和

訓
の
万
葉
仮
名
に
、
出
現
頻
度
の
少
な
い
字
母
が
集
中
す
る
傾
向
を
見
て

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
小
学
篇
」
「
本
草
」
「
連
字
」
に
共
通
す
る
こ
と

と
し
て
、
『
新
撰
字
鏡
』
編
纂
の
最
終
段
階
で
付
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
に
着
目
す
る

（
十
五
）

。
編
纂
の
最
終
段
階
で
増
補
さ
れ
た
た
め
に
、

撰
者
昌
住
に
よ
る
用
字
の
整
理
統
一
が
行
き
届
か
ず
、
万
葉
仮
名
が
典
拠

の
用
字
を
留
め
や
す
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
た
だ
し
、
出
現
頻
度
の
少

な
い
字
母
が
現
れ
や
す
い
「
小
学
篇
」
「
本
草
」
「
連
字
」
で
も
、
全
体
と

し
て
は
『
新
撰
字
鏡
』
頻
用
字
母
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
）。

し
た
が
っ
て
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
中
で
「
小
学
篇
」
「
本
草
」
「
連
字
」

は
、
典
拠
の
万
葉
仮
名
を
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
こ
と

が
『
新
撰
字
鏡
』
で
出
現
頻
度
の
少
な
い
字
母
の
出
現
に
繋
が
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。『
新
撰
字
鏡
』
の
万
葉
仮
名
を
考
え
る
際
は
、「
小
学
篇
」

「
本
草
」
「
連
字
」
の
部
分
を
、
他
の
部
分
と
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
（
十
六
）

。

裏
を
返
せ
ば
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
「
小
学
篇
」
「
本
草
」
「
連
字
」
以
外

の
部
分
で
は
、
和
訓
の
万
葉
仮
名
で
一
つ
の
字
母
を
用
い
る
傾
向
が
さ
ら

に
高
く
な
る
。
『
新
撰
字
鏡
』
撰
者
に
よ
る
仮
名
字
母
を
統
一
す
る
意
識

が
見
受
け
ら
れ
る
。

三
、
『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
音
注
の
万
葉
仮
名

前
章
で
『
新
撰
字
鏡
』
の
和
訓
に
用
い
ら
れ
る
仮
名
字
母
が
音
節
ご
と

一
字
種
に
定
ま
る
傾
向
を
有
す
る
と
指
摘
し
た
。
本
章
で
は
『
新
撰
字
鏡
』

の
音
注
に
用
い
ら
れ
る
仮
名
を
と
り
あ
げ
て
、
和
訓
の
仮
名
と
比
較
し
、

両
者
の
字
母
が
共
通
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
和
訓
注
と
仮
名
音
注
は

典
拠
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
撰
者
が
仮
名
字
母
を
統
一
す
る
方

針
を
持
つ
な
ら
ば
、
そ
の
方
針
が
仮
名
音
注
に
も
及
ん
で
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
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『
新
撰
字
鏡
』
の
音
注
は
、
基
本
的
に
『
一
切
経
音
義
』『
切
韻
』
『
玉

篇
』
な
ど
、
材
料
と
な
っ
た
中
国
の
音
義
書
・
辞
書
の
反
切
注
を
引
く
も

の
が
多
い
（

頁
「
日
」
「
晧
」
例
参
照
）（

十
七
）

。
そ
の
他
に
、
同
音
字
注

18

（
「
～
音
」
の
形
式
、
被
注
字
と
注
字
で
諧
声
関
係
を
有
す
る
も
の
が
多

い
）
が
あ
り
、
高
松
（
一
九
七
三
）
は
、
そ
の
中
に
韻
書
と
符
合
す
る
音

注
と
、
百
姓
読
み
、
日
本
呉
音
的
な
音
注
が
混
在
す
る
と
指
摘
す
る

（
十
八
）

。

ま
た
、
正
音
・
借
音
と
注
さ
れ
た
反
切
注
が
あ
り
、
そ
の
典
拠
と
し
て
『
玉

篇
』
系
統
の
書
が
推
定
さ
れ
て
い
る
（
上
田
一
九
七
六
／
一
九
八
五
、
馬

渕
一
九
八
二
、
井
野
口
一
九
九
四
、
木
田
一
九
九
八
な
ど
参
照
）（

十
九
）

。

反
切
注
と
同
音
字
注
に
加
え
て
、
夙
に
木
村
（
一
八
九
八
）
、
大
槻
（
一

九
一
六
）
な
ど
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
「
倭
音
（
和
音
）
」
と

注
さ
れ
た
音
注
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
万
葉
仮
名
で
示
さ
れ
た
音
注
で
あ
り
、

佐
藤
（
一
九
五
一
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
倭
（
和
）」
と
表
示
が
な
く

て
も
仮
名
音
注
を
付
す
場
合
が
あ
る
。
吉
田
（
一
九
五
九
）
は
和
音
注
を

約
七
〇
条
と
し
、
馬
淵
（
一
九
八
三
）
は
、
和
音
注
を
五
四
例
挙
げ
て
検

討
し
て
い
る
。
以
下
に
仮
名
音
注
（
和
音
注
）
の
例
を
挙
げ
る
。

股
（
巻
一
、
三
四

）

古
文
骰
。
公
戸
苦
固
二
反
、
上
。
固
也
。

6

3

為
強
固
也
。
倭
、
古
於
反
。
宇
豆
毛
々
。

𠯋
（
巻
二
、
一
一
一

）

一
弟
衣
伊
二
反
、
上
。
可
尓
也
。

7

8

灑
（
巻
六
、
三
四
七

）

所
買
反
、
又
所
倚
反
、
上
。
所
寄
反
、

8

1

去
。
和
、
沙
音
。
汗
也
。
汛
也
。

檳
榔
（
巻
七
、
三
九
三

）

必
隣
反
。
比
尓
良
有
。

9

8

和
音
注
は
、
「
倭
（
和
）
」
と
明
記
さ
れ
て
い
れ
ば
問
題
な
い
が
、
必
ず
し

も
和
音
表
示
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
表
示
が
な
い
和
音
注
の
認
定
は
容

易
で
な
い
。
仮
名
音
注
（
和
音
注
）
に
は
、
音
が
仮
名
書
き
さ
れ
て
最
後

に
「
反
」
字
を
付
す
も
の
（
音
注
の
仮
名
が
二
字
以
上
。
例

「
古
於
（
コ

6

オ
）
」
。
「
於
」
は
単
音
節
の
長
音
化
と
解
す
）
と
、
最
後
に
「
音
」
字
を

付
す
も
の
（
音
注
の
仮
名
が
一
字
。
例

「
沙
（
サ
）」
）
が
あ
る
。
ま
た
、

8

熟
字
の
仮
名
音
注
な
ど
で
は
、
「
反
」
字
や
「
音
」
字
が
付
さ
れ
な
い
も

の
が
あ
り
（
例

）
、
仮
名
音
注
と
反
切
注
が
統
合
さ
れ
て
い
る
も
の
も

9

あ
る
（
例

は
反
切
注
「
一
弟
反
」
と
仮
名
音
注
「
衣
伊
（
エ
イ
）
」
が

7

「
二
反
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
反
切
注
と
仮
名
音
注
は
典
拠
が

異
な
る
だ
ろ
う
）。

ま
た
、
仮
名
音
注
と
認
定
し
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
以
下
の

よ
う
な
同
音
字
注
の
例
が
あ
る
。

盂
（
巻
十
一
、
六
八
四

）

有
音
。
飯
器
。
又
浴
器
。

7

叵
（
巻
十
一
、
七
一
三

）

波
音
。
不
可
也
。

3

「
盂
」
は
平
声
虞
韻
于
母
、
「
有
」
は
上
声
有
韻
于
母
で
声
調
と
韻
母
が

異
な
る
。
こ
の
音
注
を
虞
韻
と
尤
韻
の
相
通
に
よ
る
同
音
字
注
と
見
る
か

（
高
松
一
九
七
三
、
二
五
頁
）
、
仮
名
「
有
＝
ウ
」
を
示
す
音
注
と
見
る

か
は
、
表
記
か
ら
判
断
し
が
た
い
（
類
例
に
「
駆
」（
二
六
四

）「
久
音
」
）
。

7

次
の
例
、
「
叵
」
は
上
声
果
韻
滂
母
、
「
波
」
は
平
声
戈
韻
幫
母
で
声
調
と

声
母
が
異
な
る
。
『
新
撰
字
鏡
』
の
同
音
字
注
で
、
「
盂
」
や
「
叵
」
の
例

の
よ
う
に
、
被
注
字
と
注
字
の
声
調
が
相
違
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
り

（
二
十
）

、
こ
の
音
注
も
同
音
字
注
か
、
仮
名
「
波
＝
ハ
」
を
表
す
音
注
か
（
馬

淵
一
九
八
三
は
和
音
注
と
す
る
）
は
、
判
断
し
が
た
い
。

そ
の
た
め
、
基
本
的
に
和
音
表
示
の
な
い
同
音
字
注
は
、
同
音
字
注
か

仮
名
音
注
か
の
判
断
が
つ
か
ず
、
調
査
か
ら
は
除
く
こ
と
と
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
主
と
し
て
「
倭
（
和
）
」
表
示
の
あ
る
音
注
と
、
仮
名
が
二
字

以
上
で
最
後
に
「
反
」
が
付
さ
れ
る
仮
名
音
注
を
以
下
で
取
り
上
げ
る
。

そ
の
よ
う
な
仮
名
音
注
（
和
音
注
）
と
し
て
、
七
七
例
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る

（
二
十
一
）

。
そ
の
全
例
を
、
貞
苅
解
剖
で
の
出
典
（
ほ
と
ん
ど
が
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「
一
切
経
音
義
」
部
分
又
は
「
出
所
不
詳
」
部
分
）
、
『
広
韻
』
の
反
切
な

ど
と
共
に
、
【
参
考
表
】
（

～

頁
）
に
示
す
。
ま
た
、
【
参
考
表
】
を

39

40

も
と
に
、
音
注
の
仮
名
字
母
に
つ
い
て
出
現
頻
度
を
算
出
し
、
【
表

】
2

に
示
す
。
【
表

】
（

頁
）
に
挙
げ
た
和
訓
の
仮
名
字
母
と
比
較
し
て
、

1

20

仮
名
音
注
に
特
徴
的
な
字
母
を
網
掛
け
で
示
し
た
（
有
、
于
、
依
、
沙
、

止
、
千
、
余
、
化
の
八
例
）。

【
表

】
で
注
目
す
べ
き
は
、
仮
名
音
注
に
特
徴
的
な
字
母
が
幾
つ
か

2

見
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
【
表

】
に
示
し
た
和
訓
に
お
け
る
万

1

葉
仮
名
の
頻
用
さ
れ
る
字
母
が
、
音
注
で
も
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
「
イ
」
は
「
伊
」
が
二
五
例
全
て
に
用
い
ら
れ
、

「
ケ
」
や
「
ヒ
」
な
ど
も
全
て
の
例
で
「
介
」
「
比
」
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
音
注
の
頻
用
字
母
「
伊
」
「
介
」
「
比
」
が
、
和
訓
で
も
頻

用
字
母
と
な
っ
て
お
り
、
仮
名
字
母
の
共
通
性
が
見
出
せ
る
。

ま
た
、
馬
淵
（
一
九
八
三
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
撥
音
韻
尾
は

韻
m

尾
「
牟
／
无
」
、

韻
尾
「
尓
」（
一
部
「
伊
」
）
、

韻
尾
「
宇
／
有
／
于
」

n

ŋ

（
一
部
「
伊
」
）
が
用
い
ら
れ
、
入
声
韻
尾
は

韻
尾
「
不
／
布
」
、

韻

p

t

尾
「
知
」
、

韻
尾
「
久
」
が
用
い
ら
れ
る
（
な
お
、
こ
れ
ら
の
韻
尾
の

k

表
記
は
、
沼
本
（
一
九
八
六

、
一
一
八
～
一
二
四
頁
）
が
挙
げ
る
訓
点

b

資
料
の
字
音
表
記
と
よ
く
一
致
す
る
）
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
字
母
の
ほ

と
ん
ど
は
、
【
表

】
に
示
し
た
『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
和
訓
の
頻
用

1

さ
れ
る
仮
名
と
共
通
す
る
。
撥
音
韻
尾
・
入
声
韻
尾
を
表
す
仮
名
の
例
を

以
下
に
挙
げ
る

（
二
十
二
）

。

傑
（
巻
一
、
七
五

、
入
声
薛
韻
群
母
）

竒
哲
反
。
特
立
也
。
才

4

過
於
万
人
曰
傑
。
倭
、
介
知
反
。
須
久
礼
天
賢
。

芃
〻
（
巻
十
二
、
七
五
三

、
平
声
東
韻
並
母
・
奉
母
）

波
宇
反
。

2

溢
也
。（

二
十
三
）

和
訓
と
音
注
の
仮
名
で
表

す
音
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ

る
字
母
に
「
千
」
が
あ
る
。

「
千
」
は
和
訓
で
六
例
（
チ

の
字
母
）
、
和
音
で
二
例
（
セ

の
字
母
）
の
み
見
ら
れ
、
出

現
が
稀
な
字
母
で
あ
る
。

琫
（
巻
六
、
三
二
九

）
6

補
對
（
封
）
反
、
上
。

珌
也
。
刀
上
飾
曰
鞞
、

下
飾
曰
琫
。
太
知
乃
加

佐

利

、

又

太

千

乃

（
「
乃
」
補
入
）
志
太

乃
（
「
乃
」
補
入
）
加

佐
利
也
。

腨
（
巻
一
、
三
四

）
1

時
兗
汝
怡
二
反
。
厚

也
。
倭
、
千
尓
反
。
腨

腹
也
。
古
牟
良
、
又
波

支
。

「
琫
」
の
例
は
、
和
訓
「
タ

チ
ノ
シ
タ
ノ
カ
ザ
リ
」
（
漢

文
注
「
（
刀
）
下
飾
曰
琫
」
）

を
表
し
、「
腨
」
の
例
は
、『
広

韻
』
に
「
市
兗
切
」
（
上
声

獮
韻
常
母
、
三
一
丁
裏
）
と
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あ
り
、「
セ
ン
」
を
表
す
。
仮
名
「
千
」
は
和
訓
で
「
チ
」
、
和
音
で
「
セ
」

を
表
す
（
連
合
仮
名
と
見
る
べ
き
か
）
と
考
え
ら
れ
、
表
す
音
節
が
異
な

る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
昌
住
に
よ
る
仮
名
字
母
の
整
理
統
一
が
徹
底
さ

れ
ず
に
（
一
般
的
に
「
チ
」
は
「
知
」
、
「
セ
」
は
「
世
」
を
用
い
る
）
、

典
拠
の
用
字
が
残
っ
た
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。

先
に
『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
和
訓
の
仮
名
字
母
と
音
注
の
仮
名
字
母

の
多
く
が
共
通
す
る
と
述
べ
た
。
本
章
の
挙
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

同
一
の
被
注
字
に
対
し
て
、
和
訓
注
と
仮
名
音
注
（
和
音
注
）
の
両
者
が

付
さ
れ
る
例
は
少
な
く
（
仮
名
音
注
を
付
す
被
注
字
七
〇
の
内
、
和
訓
も

付
す
例
は
一
五
）
、
和
訓
注
と
仮
名
音
注
の
出
典
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
和
訓
注
と
仮
名
音
注
の
頻
用
さ
れ
る
字
母
が
こ
こ
ま
で

一
致
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
の
仮
名
字
母
が
偶
然
に
一
致
し
た

と
考
え
る
よ
り
も
、
撰
者
昌
住
が
両
者
の
仮
名
字
母
を
統
一
し
た
と
考
え

る
方
が
自
然
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
和
訓
注
に
現
れ
る
万
葉
仮
名
、
仮
名
音

注
に
現
れ
る
万
葉
仮
名
の
両
者
に
共
通
し
、
特
に
頻
用
さ
れ
る
字
母
は
、

撰
者
昌
住
の
用
い
た
万
葉
仮
名
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
不
統
一
な
が
ら

も
撰
者
昌
住
は
、
出
典
の
万
葉
仮
名
（
片
仮
名
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）

を
必
ず
し
も
継
承
せ
ず
に
、
一
つ
の
字
母
に
統
一
し
よ
う
と
し
た
と
考
え

ら
れ
る

（
二
十
四
）

。
ま
た
、
和
訓
注
の
中
で
出
現
頻
度
の
少
な
い
字
母
、
和

音
注
に
特
徴
的
な
字
母
は
、
撰
者
昌
住
に
よ
る
字
母
の
統
一
が
徹
底
さ
れ

ず
、
典
拠
の
用
字
が
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
和
訓

注
に
現
れ
ず
、
仮
名
音
注
に
の
み
出
現
す
る
字
母
（
依
、
止
な
ど
）
、
和

訓
注
と
仮
名
音
注
で
表
す
音
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
字
母
（
千
）
が
存

す
る
こ
と
は
、
そ
の
傍
証
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

四
、
『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
仮
名
の
改
変

前
章
ま
で
、
和
訓
注
と
仮
名
音
注
の
万
葉
仮
名
を
検
討
し
、
二
者
に
共

通
し
て
頻
用
さ
れ
る
字
母
が
多
い
こ
と
か
ら
、
『
新
撰
字
鏡
』
で
頻
用
さ

れ
る
字
母
は
、
撰
者
昌
住
が
典
拠
の
用
字
を
改
変
し
、
一
字
種
に
統
一
し

よ
う
と
し
た
字
母
で
あ
る
と
考
え
て
き
た
。
し
か
し
、
撰
者
よ
り
後
の
人

物
が
万
葉
仮
名
を
改
め
た
可
能
性
も
ま
た
考
え
ら
れ
る
（
一
章

節
の

3

「
ハ
」
「
ニ
」
の
場
合
）。
そ
の
場
合
、
た
と
え
昌
住
が
仮
名
字
母
を
改
変

し
て
い
な
く
て
も
（
典
拠
の
用
字
を
継
承
し
て
い
た
場
合
で
も
）
、
後
人

が
字
母
を
改
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
『
新
撰
字
鏡
』
で
は
、
万
葉

仮
名
が
統
一
さ
れ
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

本
章
で
は
『
新
撰
字
鏡
』
の
万
葉
仮
名
に
、
後
人
に
よ
る
字
母
の
変
更

が
あ
っ
た
か
否
か
を
考
察
す
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
天
治
本
は
撰
者
の

万
葉
仮
名
を
ほ
と
ん
ど
留
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
抄
録
本
も
ま
た
大
体

に
お
い
て
撰
者
の
万
葉
仮
名
を
留
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

（
二
十
五
）

。

後
人
に
よ
る
仮
名
の
変
更
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
考
察
す
る
に
は
、
撰

者
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
起
こ
っ
た
音
韻
変
化
に
着
目
す
る
こ
と
が
よ
い
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
以
下
で
は
、
①
上
代
特
殊
仮
名
遣
「
コ
」
の
甲
類

と
乙
類
、
②
ア
行
の
「
エ
」
と
ヤ
行
の
「
エ
（
江
）
」
の
二
点
に
関
し
て
、

天
治
本
と
抄
録
本
間
で
の
字
母
の
異
同
を
調
査
す
る
。

こ
こ
で
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
諸
本
系
統
に
つ
い
て
、
簡
単
に
述
べ
て
お

く
。
は
じ
め
に
『
新
撰
字
鏡
』
の
中
で
、
天
治
本
と
、
和
訓
の
あ
る
項
目

の
み
を
抜
き
出
し
た
抄
録
本
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
抄
録
本
は
和
訓
を

抜
き
出
す
も
と
と
な
っ
た
抄
録
本
祖
本
（
現
存
せ
ず
）
が
あ
っ
た
は
ず
だ

が
、
天
治
本
と
抄
録
本
祖
本
は
別
系
と
さ
れ
て
い
る
（
大
槻
一
九
一
六
、

岡
井
一
九
三
四
、
一
〇
九
頁
）
。
抄
録
本
は
現
存
す
る
も
の
が
二
十
数
本

あ
り
、
阪
倉
（
一
九
六
七
）
に
よ
れ
ば
、

類
と

類
の
二
種
類
の
系
統

A

B

に
大
別
さ
れ
、

類
は

類
よ
り
も
天
治
本
に
近
く
、
ま
た
古
く
行
わ
れ

A

B
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た
と
さ
れ
る
。
『
新
撰
字
鏡
』
の
諸
本
関
係
を
図
示
す
る
と
以
下
の
よ
う

に
な
る
。

こ
こ
で
は
現
存
す
る
『
新
撰
字
鏡
』
の
中
で
、
天
治
本
、
大
東
急
記
念

文
庫
本
（
久
原
文
庫
本
、
抄
録
本

類
、
現
存
す
る
抄
録
本
で
最
も
古
い

A

奥
書
を
有
す
る
）
、
享
和
本
（
山
田
忠
雄
氏
所
蔵
本
、
抄
録
本

類
）
の

B

三
本
の
間
で
、
万
葉
仮
名
の
異
同
を
比
較
す
る
。
こ
の
三
本
の
間
で
、
万

葉
仮
名
の
異
同
は
少
な
く
な
い
。

ま
ず
、
①
上
代
特
殊
仮
名
遣
「
コ
」
の
甲
乙
二
類
（
甲
類
―
古
、
吾
／

乙
類
―
己
、
去
）
に
ま
た
が
る
諸
本
間
で
の
異
同
に
着
目
す
る
。
「
コ
」

の
異
同
を
確
認
で
き
る
和
訓
は
、
一
九
五
例
（
天
治
本
か
抄
録
本
に
対
応

す
る
「
コ
」
の
仮
名
が
な
い
和
訓
は
数
に
含
め
な
い
）
で
あ
る
。
な
お
、

字
母
は
四
種
類
（
古
吾
己
去
）
あ
る
が
、
『
新
撰
字
鏡
』
で
「
吾
」
は
一

例
、
「
去
」
は
四
例
の
み
の
た
め
、
主
に
「
古
」
と
「
己
」
の
仮
名
の
異

同
に
な
る
。

天
治
本
と
抄
録
本
と
の
間
で
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
甲
類
と
乙
類
に
ま

た
が
る
異
同
は
、
以
下
の
三
例
に
留
ま
る

（
二
十
六
）

。

〇
天
治
本
「
己
」
、
享
和
本
「
古
」
の
例
【
合
乃
己
呂
毛
（
ア
ハ
セ
ノ
コ

ロ
モ
）
が
正
し
く
享
和
本
が
異
例
】

裌
（
天
治
本
巻
四
、
二
三
三

）

古
洽
反
、
入
。
未
絮
衣
。
合
乃

2

己
呂
毛
、
又
綿
乃
己
呂
毛
。

裌
（
大
東
急
本
、
三
一
丁
表
）

古
洽
反
、
入
。
未
絮
衣
也
。
合
乃

己
呂
毛
、
又
和
太
支
奴
。（
「
合
」
は
補
入
）

裌
（
享
和
本
、
二
八
丁
裏
）

古
洽
反
、
入
。
未
絮
衣
也
。
合
乃
古

呂
毛
、
又
和
太
奴
支
。

（
参
考
）
裌
（
群
書
類
従
本
、
上
・
二
七
丁
表
）
古
洽
反
、
入
。
未

絮
衣
也
。
合
乃
己
呂
毛
、
又
和
太
支
奴
。

〇
天
治
本
「
古
」
、
抄
録
本
「
己
」
の
例
【
止
己
呂
（
ト
コ
ロ
）
が
正
し

く
天
治
本
が
異
例
】

薢
（
天
治
本
巻
七
、
四
二
七

）

三
形
作
。
古
諧
反
。
薢
若

7

（
茩
か
）
决
明
子
。
止
古
呂
。

薢
（
大
東
急
本
、
五
六
丁
表
）

古
諧
反
。
薢
苦
决
明
了
（
子
）
。

止
己
呂
。

薢
（
享
和
本
、
五
四
丁
裏
）

古
諧
反
。
薢
苔
决
明
了
（
子
）
。
止

己
呂
。

（
参
考
）
𦴍
（
天
治
本
巻
七
、
四
三
九

）

遅
地
反
。
山
薢
。
止

6

己
呂
。

（
参
考
）
薢
（
群
書
類
従
本
、
下
・
九
丁
表
）

古
諧
反
。
薢
苦
决

明
子
。
止
己
呂
。

○
天
治
本
「
己
」
、
大
東
急
本
「
古
」
の
例
【
山
止
己
呂
（
ヤ
マ
ト
コ
ロ
）

が
正
し
く
大
東
急
本
（
群
書
類
従
本
）
が
異
例
】

䓡
母
（
天
治
本
巻
七
、
四
五
七

）

二
八
月
採
、
曝
干
。
山
止
己

4

呂
。
一
名
、
野
蓼
也
。
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䓡
母
（
大
東
急
本
、
六
〇
丁
裏
）

山
止
古
呂
。
一
名
、
野
蓼
。

䓡
母
（
享
和
本
、
五
九
丁
表
）

山
止
己
呂
。
一
名
、
野
蓼
。

（
参
考
）
䓡
母
（
群
書
類
従
本
、
下
・
一
三
丁
表
）

山
止
古
呂
。

一
名
、
野
藜
。

こ
れ
ら
の
例
は
、
天
治
本
、
大
東
急
本
、
享
和
本
で
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ

の
異
例
で
あ
る
た
め
、
誤
写
（
誤
刻
）
の
可
能
性
が
高
く
、
例
外
と
考
え

る
。
原
則
と
し
て
天
治
本
と
抄
録
本
の
間
に
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
「
コ
」

の
甲
乙
二
類
（
甲
類
―
古
吾
／
乙
類
―
己
去
）
に
ま
た
が
る
異
同
は
存
し

な
い
。

次
に
、
天
治
本
と
抄
録
本
の
間
で
、
一
方
の
「
コ
」
が
正
訓
、
も
う
一

方
が
仮
名
で
あ
る
例
を
と
り
あ
げ
る
。
一
番
目
に
、
天
治
本
で
正
訓
「
子
」
、

抄
録
本
で
仮
名
「
古
」
の
異
同
が
三
例
あ
る
。
「
子
」
は
上
代
特
殊
仮
名

遣
が
甲
類
で
、
抄
録
本
の
仮
名
は
上
代
特
殊
仮
名
遣
に
適
う
。
以
下
に
一

例
を
挙
げ
る

（
二
十
七
）

。

曽
孫
（
天
治
本
巻
二
、
九
一

）

比
々
子
。

3

曽
孫
（
大
東
急
本
、
一
四
丁
裏
）

比
々
子
。

曽
孫
（
享
和
本
、
一
一
丁
表
）

比
々
古
。

二
番
目
に
、
天
治
本
で
正
訓
「
木
」
、
抄
録
本
で
仮
名
「
己
」
の
異
同

が
一
例
あ
り
、
「
木
」
は
上
代
特
殊
仮
名
遣
が
乙
類
で
、
抄
録
本
の
仮
名

は
上
代
特
殊
仮
名
遣
に
適
う
。

柯
（
天
治
本
巻
七
、
四
一
〇

）

割
多
反
。
法
也
。
枝
也
。
茎
也
。

2

木
牟
良
。

柯
（
大
東
急
本
、
四
九
丁
裏
）

割
多
反
。
法
也
。
枝
也
。
茎
也
。

己
牟
良
。

柯
（
享
和
本
、
四
八
丁
表
）

割
多
反
。
法
也
。
枝
也
。
茎
也
。
己

牟
良
。

三
番
目
に
、
天
治
本
で
仮
名
「
古
」
、
抄
録
本
で
正
訓
「
小
」
の
異
同

と
思
し
い
例
が
一
例
あ
り
、
「
小
」
は
上
代
特
殊
仮
名
遣
が
甲
類
で
、
天

治
本
の
仮
名
は
上
代
特
殊
仮
名
遣
に
適
う
。

鍑
（
天
治
本
巻
六
、
三
六
七

）

方
目

救
二
反
、
去
。
比
良
加

6

奈
戸
、
又
古
加
奈
戸
。

鍑
（
大
東
急
本
、
四
二
丁
表
）

方
因
（
目
）
甫
救
二
反
、
去
。
比

良
加
、
又
小
釜
。

鍑
（
享
和
本
、
四
〇
丁
裏
）

方
因
（
目
）
甫
救
二
反
、
去
。
比
良

加
、
又
小
釜
。

正
訓
と
仮
名
の
異
同
は
他
に
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
上
代

特
殊
仮
名
遣
に
合
う
仮
名
と
な
っ
て
い
る

（
二
十
八
）

。

こ
こ
で
、
築
島
（
一
九
六
九
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、
「
コ
の
甲
乙
二
類

の
別
は
、
九
世
紀
前
半
に
は
、
若
干
の
例
外
は
あ
つ
た
に
し
て
も
、
概
し

て
區
別
が
保
た
れ
て
ゐ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
宣
命
に
混
用
の
生
じ

た
貞
觀
七
年
（
八
六
五
）
の
頃
か
ら
、
新
撰
字
鏡
の
成
立
し
た
延
喜
元
年

（
九
〇
一
）
の
頃
に
至
る
ま
で
の
約
三
十
餘
年
間
を
過
渡
期
と
し
て
、
延

喜
初
年
に
は
大
體
に
於
て
混
用
が
世
上
を
風
靡
し
た
」
（
三
三
九
頁
）
と

す
れ
ば
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
天
治
本
と
抄
録
本
で
、
誤
写
と
考
え
ら
れ
る

も
の
数
例
を
除
い
て
「
コ
」
の
異
同
が
な
い
こ
と
か
ら
、
天
治
本
も
抄
録

本
も
「
コ
」
の
万
葉
仮
名
は
、
『
新
撰
字
鏡
』
成
立
当
時
の
ま
ま
の
万
葉

仮
名
を
留
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
新
撰
字
鏡
』
成
立
頃
が
上
代
特

殊
仮
名
遣
「
コ
」
の
甲
類
と
乙
類
を
区
別
す
る
下
限
な
ら
ば
、
そ
の
後
に

「
コ
」
の
万
葉
仮
名
を
改
変
し
た
場
合
、「
甲
類
―
古
吾
／
乙
類
―
己
去
」

に
ま
た
が
る
異
例
が
も
っ
と
多
く
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。

築
島
（
一
九
六
九
）
は
、
『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
「
コ
」
の
甲
乙
両

類
の
使
い
分
け
が
「
昌
住
自
身
の
音
韻
體
系
の
中
で
、
コ
の
二
類
が
區
別
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さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
の
發
現
」
（
三
三
九
頁
）
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も

の
だ
が
、
築
島
氏
の
指
摘
を
敷
衍
す
れ
ば
、
現
存
す
る
天
治
本
と
抄
録
本

の
「
コ
」
の
万
葉
仮
名
が
、
昌
住
に
よ
る
用
字
を
留
め
て
い
る
と
解
釈
で

き
る
（
築
島
氏
の
論
も
そ
れ
を
前
提
と
し
て
い
た
だ
ろ
う
）
。
正
確
に
言

え
ば
、
昌
住
と
同
時
代
の
人
が
、
昌
住
の
用
字
を
変
更
し
た
可
能
性
も
依

然
と
し
て
残
る
わ
け
だ
が
、
和
訓
注
と
和
音
注
の
仮
名
字
母
が
不
統
一
な

が
ら
も
共
通
す
る
こ
と
（
二
章
・
三
章
）
か
ら
み
て
、
こ
の
辞
書
を
よ
く

理
解
し
て
い
た
人
物
―
撰
者
昌
住
―
の
用
字
法
と
考
え
る
方
が
穏
当
だ
ろ

う
。傍

証
と
し
て
、
天
治
本
と
抄
録
本
で
、
②
「
ア
行
の
エ
（
衣
）
／
ヤ
行

の
エ
（
江
）
」
に
ま
た
が
る
異
同
が
一
例
も
な
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
よ
う
（
異
同
を
確
認
で
き
る
和
訓
は
二
九
例
）
。
築
島
（
一
九
六
九
、

第
三
編
第
二
章
）
で
は
、
ア
行
と
ヤ
行
の
エ
の
区
別
を
、
天
暦
（
九
四
七

～
九
五
七
）
頃
を
最
下
限
と
し
て
お
り
、
源
順
撰
『
倭
名
類
聚
抄
』
や
『
源

順
集
』「
あ
め
つ
ち
の
詞
」
な
ど
で
二
者
の
混
用
を
指
摘
し
て
い
る

（
二
十
九
）

。

し
か
し
、
『
新
撰
字
鏡
』
が
撰
者
昌
住
に
よ
る
万
葉
仮
名
の
用
字
を
留

め
る
と
考
え
る
場
合
、
不
審
な
仮
名
の
例
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
例

は
、
昌
住
以
後
の
改
変
や
誤
写
と
考
え
る
他
な
い
。
以
下
に
例
を
挙
げ
る
。

○
「
わ
せ
あ
は
」（

三
十
）

穋
稑
（
天
治
本
巻
八
、
四
六
五

）

二
同
。
力
六
反
、
入
。
早
孰

4

禾
也
。
和
世
。

穋
（
大
東
急
本
、
六
二
丁
裏
）

力
六
反
。
早
熟
禾
。
和
世
阿
和
。

穋
（
享
和
本
、
六
一
丁
表
）

力
六
反
。
早
熟
禾
。
和
世
阿
和
。

○
「
い
わ
し
」

𩺮
（
天
治
本
巻
九
、
五
二
四

）

伊
波
志

。

2

𩺮
（
大
東
急
本
、
七
四
丁
裏
）

伊
和
志
。

𩺮
（
享
和
本
、
七
三
丁
表
）

伊
和
志
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
不
審
な
仮
名
の
例
は
概
し
て
『
新
撰
字
鏡
』
に
少

な
い
。
「
エ
（
衣
／
江
）
」
や
「
コ
（
古
／
己
）
」
の
万
葉
仮
名
で
、
諸
本

間
の
異
同
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
万
葉
仮
名
は
撰
者
昌

住
に
よ
る
用
字
を
、
「
エ
」
、
「
コ
」
以
外
の
仮
名
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど

留
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
一
章

節
の
「
ロ
」
に
当
た
る
）。

3

ま
た
、
天
治
本
と
抄
録
本
の
間
の
、
正
訓
「
子
・
木
・
小
」
と
仮
名
「
古

・
己
」
の
異
同
（

頁
）
に
つ
い
て
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
に
合
う
こ
と
か

27

ら
、
両
者
の
異
同
が
起
こ
っ
た
時
期
は
、
撰
者
昌
住
と
同
時
代
の
こ
と
と

推
定
さ
れ
、こ
れ
も
お
そ
ら
く
撰
者
昌
住
に
よ
る
改
変
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
昌
住
は
い
っ
た
ん
典
拠
の
用
字
で
あ
る
正
訓
で
『
新
撰
字
鏡
』

に
和
訓
を
取
り
入
れ
た
が
、
後
に
昌
住
が
正
訓
か
ら
仮
名
へ
表
記
を
改
め

た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
新
撰
字
鏡
』
で
頻
用
さ
れ
る
万
葉
仮
名
の
用
字

は
、
『
新
撰
字
鏡
』
成
立
当
時
の
、
お
そ
ら
く
撰
者
昌
住
の
用
字
を
反
映

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
導
か
れ
る
。
ま
た
、
昌
住
以
後
の
仮
名
の
改
変

は
ほ
と
ん
ど
加
わ
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
結
論

本
稿
の
結
論
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
新
撰
字
鏡
』
の
万
葉
仮
名
は
、
音
節
ご
と
に
頻
用
さ
れ
る
字
母
が
あ

り
、
そ
れ
ら
の
頻
用
字
母
は
、
撰
者
昌
住
が
改
変
し
た
用
字
を
反
映
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
稀
に
現
れ
る
字
母
は
「
小
学
篇
」
「
本
草
」
「
連

字
」
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
字
母
は
出
典
の
用
字
が
継
承
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
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『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
和
訓
の
万
葉
仮
名
と
和
音
の
万
葉
仮
名
は
、

頻
用
さ
れ
る
字
母
の
多
く
が
共
通
し
て
お
り
、
撰
者
昌
住
が
仮
名
の
字
母

を
（
不
統
一
な
が
ら
も
）
統
一
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
和
音
の

仮
名
字
母
の
中
に
は
、
和
訓
の
字
母
と
共
通
し
な
い
も
の
が
あ
り
、
こ
れ

は
和
訓
と
和
音
で
典
拠
が
異
な
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
新
撰
字
鏡
』
の
諸
本
間
（
天
治
本
と
抄
録
本
）
で
、
上
代
特
殊
仮
名

遣
「
コ
」
の
甲
類
と
乙
類
、
ア
行
の
「
エ
」
と
ヤ
行
の
「
エ
（
江
）
」
に

ま
た
が
る
異
同
が
原
則
と
し
て
存
し
な
い
こ
と
か
ら
、
『
新
撰
字
鏡
』
の

仮
名
字
母
が
、
昌
住
と
同
時
代
の
用
字
（
お
そ
ら
く
昌
住
の
用
字
）
を
留

め
る
と
推
定
さ
れ
る
。
天
治
本
と
抄
録
本
の
万
葉
仮
名
の
異
同
（
正
訓
と

仮
名
の
異
同
を
含
む
）
は
、
昌
住
と
同
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
に
今
後
の
展
望
を
述
べ
た
い
。

今
後
は
文
字
・
表
記
史
上
に
お
け
る
『
新
撰
字
鏡
』
の
万
葉
仮
名
の
位

置
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。『
新
撰
字
鏡
』
は
、『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』
、

『
日
本
霊
異
記
』
訓
釈
と
共
通
す
る
和
訓
の
仮
名
字
母
が
多
い
（
『
新
訳

華
厳
経
音
義
私
記
』
の
仮
名
字
体
表
に
つ
い
て
は
、
岡
田
一
九
四
一
、
築

島
一
九
八
一
、
六
五
頁
参
照
。
『
日
本
霊
異
記
』
訓
釈
の
仮
名
字
体
表
に

つ
い
て
は
、
小
泉
一
九
六
八
、
馬
淵
一
九
七
八
な
ど
参
照
）
。
さ
ら
に
『
新

撰
字
鏡
』
は
、
『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』
、
『
日
本
霊
異
記
』
訓
釈
と
仮

名
音
注
を
付
す
点
で
も
共
通
し
て
い
る
。
『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』
の

仮
名
音
注
は
、
吉
田
（
一
九
五
六
）
、
小
倉
（
二
〇
一
四
、
付
論
第
三
章
）

な
ど
、
『
日
本
霊
異
記
』
訓
釈
の
仮
名
音
注
は
小
倉
（
一
九
七
三
）
に
詳

細
な
考
察
が
あ
り
、
仮
名
音
注
が
一
覧
で
示
さ
れ
て
い
る
。
音
注
と
し
て

時
に
仮
名
音
注
を
用
い
、
仮
名
字
母
に
共
通
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
三
資
料
間
で
、
共
通
の
学
問
的
な
背
景
が
想
定
さ
れ
る

（
三
十
一
）

。

そ
れ
に
加
え
て
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
万
葉
仮
名
は
、
上
代
に
お
け
る
実

用
的
な
万
葉
仮
名
の
様
相
（
犬
飼
一
九
七
三
、
月
本
二
〇
〇
五
、
乾
二
〇

一
七
、
第
二
章
第
二
節
）
を
み
る
と
共
に
、
同
時
代
の
訓
点
資
料
（
築
島

一
九
七
九
、
小
林
二
〇
一
九
、
第
三
章
第
一
節
）
や
平
仮
名
資
料
（
矢
田

二
〇
一
二
、
第
三
編
第
二
章
。
中
山
二
〇
二
一
）
、
同
時
代
の
古
辞
書
『
倭

名
類
聚
抄
』
の
万
葉
仮
名
（
三
宅
一
九
八
三
、
佐
藤
一
九
八
四
、
今
野
二

〇
一
四
、
第
一
章
第
三
節
）
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
古
辞
書
・
音
義
書
で
は
、
片
仮
名
や
平
仮
名
が
実
用
化
さ
れ

て
も
、
し
ば
ら
く
の
間
は
万
葉
仮
名
が
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
間
の
古
辞
書

・
音
義
書
が
用
い
る
万
葉
仮
名
に
、
片
仮
名
・
平
仮
名
の
影
響
が
あ
る
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
万
葉
仮
名
の
異
同
が
、
昌
住
と
同
時

代
―
お
そ
ら
く
昌
住
に
よ
る
改
変
―
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
た

が
、
天
治
本
と
抄
録
本
（
祖
本
）
の
仮
名
字
母
の
異
同
に
つ
い
て
、
諸
本

の
系
統
関
係
を
踏
ま
え
な
が
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
し
仮
名
字
母

の
異
同
の
傾
向
が
分
か
れ
ば
、
撰
者
昌
住
の
用
字
の
意
図
、
更
に
は
『
新

撰
字
鏡
』
を
編
纂
す
る
際
の
創
意
工
夫
に
ま
で
迫
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。

［
注
］

（
一
）
正
確
に
言
え
ば
『
新
撰
字
鏡
』
は
、
立
項
さ
れ
る
全
項
目
に
対
し
、
和
訓

を
付
す
項
目
の
割
合
が
少
な
い
た
め
、
漢
漢
辞
書
の
一
部
に
、
漢
和
辞
書
の

要
素
（
和
訓
）
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
辞
書
で
あ
る
。

（
二
）
築
島
（
一
九
六
九
、
第
二
編
第
一
章
）
参
照
。
な
お
、
撰
者
昌
住
が
属
し

た
学
問
集
団
を
考
え
る
上
で
示
唆
的
な
論
考
と
し
て
、
池
田
（
一
九
八
二
）

は
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
玄
応
『
一
切
経
音
義
』
引
用
が
律
関
係
の
経
典
に
偏

る
と
指
摘
し
、
三
保
（
一
九
八
八
）
は
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
利
用
例
を
収
集
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分
析
し
、
南
都
系
寺
院
、
天
台
宗
系
寺
院
の
他
に
、
真
言
宗
系
寺
院
で
の
利

用
が
特
に
多
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
三
）
『
新
撰
字
鏡
』
以
前
に
は
、
和
訓
を
含
む
辞
書
と
し
て
『
倭
名
類
聚
抄
』

に
引
か
れ
る
漢
語
抄
類
（
楊
氏
漢
語
抄
、
弁
色
立
成
な
ど
）
が
佚
文
か
ら
知

ら
れ
、
邦
人
が
撰
述
し
た
現
存
最
古
の
辞
書
に
空
海
撰
『
篆
隷
万
象
名
義
』

が
あ
る
。
『
篆
隷
万
象
名
義
』
は
『
玉
篇
』
の
節
略
本
で
あ
り
、
原
則
と
し

て
和
訓
が
存
し
な
い
（
た
だ
し
現
存
唯
一
の
古
写
本
で
あ
る
高
山
寺
本
は
、

後
補
と
思
わ
れ
る
和
訓
が
一
箇
所
存
す
る
。
池
田
二
〇
二
〇
な
ど
参
照
）
。『
新

撰
字
鏡
』
以
前
の
和
訓
を
含
む
音
義
書
に
は
、『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』、

信
行
撰
『
大
般
若
経
音
義
』
、
音
義
木
簡
（
北
大
津
遺
跡
、
飛
鳥
池
遺
跡
な

ど
か
ら
出
土
）
、
唐
招
提
寺
蔵
音
義
断
簡
（
西
崎
一
九
八
八
な
ど
参
照
）
な

ど
が
知
ら
れ
る
。

（
四
）
以
下
で
は
特
に
示
さ
な
い
場
合
、
『
新
撰
字
鏡
』
は
天
治
本
を
用
い
る
。

天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
は
臨
川
書
店
の
影
印
を
用
い
、
被
注
字
の
所
在
位
置

を
、
巻
数
、
頁
数
、
行
数
の
順
に
（
巻
一
、
二
五

）
の
よ
う
に
示
す
。

1

（
五
）
王
仁
昫
『
刊
謬
補
缼
切
韻
』
（
王
三
、
完
本
王
韻
）
に
「
人
質
反
、
三
」

と
あ
り
、
義
注
は
な
い
。『
広
韻
』
所
引
『
説
文
（
解
字
）』
の
義
注
と
類
似

す
る
『
新
撰
字
鏡
』
の
「
實
也
。
大
陽
精
也
。
常
満
不
虧
也
」
は
、『
唐
韻
』

残
巻
（
二
六
九
頁
）
に
も
見
え
な
い
た
め
、
切
韻
系
韻
書
の
孫
引
き
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。『
説
文
解
字
』（
大
徐
本
）「
日
」（
日
部
、
巻
七
上
、
一

丁
表
）「
實
也
。
太
陽
之
精
不
虧
。
従
口
一
、
象
形
」。

（
六
）
玄
応
『
一
切
経
音
義
』
巻
七
「
晧
昊

胡
老
反
。
廣
疋
（
雅
）
、
晧
晧
明

也
。
尓
疋
（
爾
雅
）、
晧
光
也
」
（
下
四
三
二
頁
、
上
中
下
は
古
辞
書
音
義
集

成
の
分
冊
を
表
す
）
、
「
浩
晧

（
中
略
）
下
胡
老
反
。
日
出
光
也
」
（
下
四

三
二
頁
）
、
巻
十
八
「
晧
大

三
蒼
古
文
顥
同
。
胡
老
反
。
晧
亦
廣
大
也
。

光
明
也
」
（
中
五
一
〇
頁
）
。
『
新
撰
字
鏡
』
「
夕
」
は
「
亦
（
𡖋
）
」
の
誤
り

の
可
能
性
が
高
い
。

（
七
）
例
え
ば
、「
輗
𨌵

」（
巻
五
、
二
八
三

）「
三
同
。
棿
亦
同
。
魚
雞
反
。

4

轅
端
横
木
以
縛
振
也
。
奈
加
江
乃
波
志
乃
久
佐
比
（
ナ
ガ
エ
ノ
ハ
シ
ノ
ク
サ

ビ
）」
な
ど
で
、
数
語
を
連
ね
た
解
説
的
な
形
式
の
和
訓
が
多
い
。

（
八
）
小
林
（
一
九
七
四
、
九
八
頁
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
和

訓
に
は
、
漢
文
の
義
注
か
正
訓
表
記
の
和
訓
（
注
（
十
）
を
参
照
）
か
定
め

が
た
い
も
の
が
あ
る
た
め
、
和
訓
の
総
数
に
揺
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、「
纕
」（
巻
四
、
二
一
一

）「
馬
腹
帯
（
ウ
マ
ノ
ハ
ラ
オ
ビ
）
」
は
、

5

『
新
撰
字
鏡
国
語
索
引
』
に
立
項
さ
れ
る
が
、『
広
韻
』（
下
平
声
陽
韻
、
二

三
丁
表
）
に
「
馬
腹
帯
。
國
語
云
、
懷
挾
纓
纕
」
と
あ
り
、
漢
文
の
義
注
か

正
訓
表
記
の
和
訓
か
定
め
が
た
い
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
一
字
一
音
式
の

万
葉
仮
名
が
一
例
で
も
存
す
る
和
訓
、
三
三
二
四
例
に
調
査
対
象
を
絞
る

（
「
馬
腹
帯
」
の
よ
う
な
例
は
数
に
含
め
な
い
。
多
音
節
仮
名
に
つ
い
て
は
、

『
新
撰
字
鏡
国
語
索
引
』
二
八
〇
頁
を
参
照
）
。
ま
た
天
治
本
で
は
、
片
仮

名
で
和
訓
が
示
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
後
補
の
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
調
査
対
象
か
ら
除
く
。

（
九
）
例
え
ば
『
新
撰
字
鏡
』
で
は
、
苺
の
古
名
「
イ
チ
ビ
コ
」
の
「
コ
」
は
必

ず
甲
類
の
仮
名
「
古
」（
稀
に
「
吾
」
）
を
用
い
、「
コ
ロ
モ
（
衣
）
」
の
「
コ
」

は
必
ず
乙
類
の
仮
名
「
己
」（
稀
に
「
去
」）
を
用
い
る
。

（
十
）
正
訓
の
和
訓
表
記
と
は
、
例
え
ば
『
新
撰
字
鏡
』
「
跖
」
（
巻
二
、
一
四
四

）
の
和
訓
「
足
乃
宇
良
（
ア
シ
ノ
ウ
ラ
）
」
に
お
け
る
「
足
」
の
よ
う
に
、

3「
ア
シ
（
足
）」
を
漢
字
の
意
味
に
即
し
て
「
足
」「
脚
」
な
ど
と
表
す
表
記

法
を
指
す
。
仮
名
「
阿
志
」
で
表
す
場
合
、
漢
字
「
阿
」
「
志
」
の
意
味
を

捨
象
し
て
い
る
。

（
十
一
）
『
新
撰
字
鏡
』
の
万
葉
仮
名
に
つ
い
て
、
典
拠
の
用
字
を
正
確
に
継
承

す
る
と
考
え
る
場
合
、
二
章
・
三
章
で
後
述
す
る
理
由
の
他
に
、
以
下
に
挙
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げ
る
疑
問
点
も
あ
る
。

一
、
『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
和
訓
の
典
拠
が
万
葉
仮
名
文
献
に
の
み
限
定

さ
れ
る
こ
と
（
つ
ま
り
、
訓
点
本
の
傍
書
片
仮
名
、
ヲ
コ
ト
点
等
を
ま
っ
た

く
引
用
し
な
い
こ
と
は
不
自
然
と
い
う
こ
と
だ
が
、
訓
点
本
の
和
訓
を
集
成

し
た
万
葉
仮
名
文
献
が
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
問
題
に
な
ら
な
い
）。

二
、「
コ
」
の
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
み
を
反
映
し
、「
コ
」
以
外
の
上
代
特
殊

仮
名
遣
を
混
用
す
る
文
献
（
奈
良
末
期
以
降
、
九
世
紀
頃
ま
で
の
約
百
年
間
）

に
典
拠
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
。

（
十
二
）
【
表

】
に
載
せ
な
か
っ
た
一
例
の
み
出
現
す
る
字
母
は
、
于
（
ウ
、

1

宇
の
誤
か
）
、
疑
（
ギ
）
、
吾
（
ゴ
）
、
沙
（
サ
）
、
サ
、
寸
（
ス
）
、
所
（
ソ
）
、

持
（
ヂ
）
、
津
（
ツ
）
、
土
（
ド
）
、
念
（
ネ
）
、
婆
（
バ
）
、
毗
（
ビ
）
、
菩
（
ボ
）
、

面
（
メ
）
、
羅
（
ラ
）
、
郎
（
ラ
、
良
の
誤
か
）
、
リ
（
利
の
誤
か
）
、
魯
（
ル
）

が
あ
る
。
ま
た
、
正
訓
と
し
て
除
い
た
も
の
に
、
兄
（
え
）、
鹿
（
か
）、
毛

（
け
）
、
子
（
こ
）
、
木
（
こ
）
、
児
（
こ
）
、
小
（
こ
）
、
田
（
た
）
、
乳
（
ち
）
、

手
（
て
）
、
戸
（
と
）
、
菜
（
な
）
、
荷
（
に
）
、
根
（
ね
）
、
之
（
の
）
、
野
（
の
）
、

歯
（
は
）
、
日
（
ひ
）
、
火
（
ひ
）
、
身
（
み
）
、
實
（
み
）
、
目
（
め
）
、
矢
（
や
）
、

男
（
を
）
が
あ
る
。【
表

】
中
の
木
（
キ
）、
見
、
女
、
屋
な
ど
は
、
正
訓

1

と
す
べ
き
も
の
が
交
じ
る
が
、
正
訓
か
仮
名
か
の
線
引
き
が
難
し
く
、
す
べ

て
出
現
頻
度
内
に
加
え
て
い
る
。
「
垠
」
（
巻
五
、
三
〇
〇

）
「
八
方
乃
支

3

波
万
利
」
の
八
方
（
ヤ
モ
）
も
数
か
ら
除
く
。

（
十
三
）
「
ヘ
」
は
省
画
仮
名
の
た
め
、
書
写
を
重
ね
た
中
で
の
字
母
の
改
変
が

考
え
ら
れ
る
。

（
十
四
）
『
新
撰
字
鏡
』
の
万
葉
仮
名
が
、
音
節
ご
と
に
一
つ
の
頻
用
字
母
に
収

斂
す
る
こ
と
は
、
典
拠
（
漢
語
抄
な
ど
）
の
時
点
で
、
大
体
に
お
い
て
一
つ

の
頻
用
字
母
を
用
い
て
お
り
、
撰
者
昌
住
が
そ
れ
を
継
承
し
た
と
解
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
確
か
に
、
築
島
（
一
九
六
九
、
第
三
編
第
一
章
）
、
築
島
（
一

九
八
一
、
八
〇
～
九
〇
頁
）
に
挙
が
る
平
安
時
代
の
古
辞
書
・
音
義
書
等
の

万
葉
仮
名
字
体
表
を
見
れ
ば
、
使
用
さ
れ
や
す
い
字
母
（
そ
の
多
く
は
字
画

が
平
易
な
も
の
）
が
存
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
に
は
二

つ
の
疑
問
点
が
あ
る
。

『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
和
訓
の
典
拠
は
複
数
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

1そ
れ
ら
の
典
拠
の
間
で
万
葉
仮
名
の
字
母
が
、
か
な
り
統
一
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
『
新
撰
字
鏡
』
と
同
時
代
の
古
辞
書
・
音
義
書

の
字
母
を
比
較
す
る
と
（
『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』
、
『
一
字
頂
輪
王
儀
軌

音
義
』
、『
倭
名
類
聚
抄
』
な
ど
）
、
字
母
が
相
違
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。

『
新
撰
字
鏡
』
の
頻
用
字
母
の
中
で
「
支
（
キ
）
」「
戸
（
ヘ
）
」「
弥
（
ミ
）
」

な
ど
、
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
珍
し
い
字
母
も
存
し
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
複
数

の
典
拠
に
お
い
て
、
頻
用
字
母
の
ほ
と
ん
ど
が
一
致
し
た
こ
と
は
（
現
存
す

る
資
料
か
ら
見
る
限
り
）
考
え
が
た
い
。
な
お
、
『
倭
名
類
聚
抄
』
は
養
老

年
間
（
七
一
七
～
七
二
四
）
成
立
と
さ
れ
る
『
楊
氏
漢
語
抄
』
を
引
用
す
る

が
、
そ
の
和
訓
は
上
代
特
殊
仮
名
遣
を
反
映
し
な
い
か
ら
、
撰
者
源
順
の
使

用
字
母
に
改
変
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
新
撰
字
鏡
』
で
、
同
一
の
音
節
に
対
し
複
数
の
字
母
が
用
い
ら
れ
る
「
シ
」

2「
テ
」
「
フ
」
「
ミ
」
「
ム
」
の
中
で
、
あ
る
巻
に
偏
っ
て
現
れ
る
字
母
が
存

す
る
。
例
え
ば
「
布
」
は
巻
一
に
偏
っ
て
現
れ
、
「
无
」
は
巻
二
に
偏
っ
て

現
れ
る
。
巻
ご
と
に
偏
っ
て
現
れ
る
字
母
は
、
典
拠
の
異
な
り
に
よ
っ
て
生

じ
た
の
で
は
な
く
、
『
新
撰
字
鏡
』
編
纂
の
段
階
で
起
こ
っ
た
こ
と
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

（
十
五
）
「
小
学
篇
」
「
本
草
」
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
部
首
内
部
の
出
典
採
録

順
（

頁
）
を
参
照
。
馬
渕
（
一
九
八
二
）
は
、
巻
十
二
の
「
重
点
」
「
連

18

字
」
「
臨
時
雑
要
字
」
が
『
新
撰
字
鏡
』
編
纂
の
最
終
段
階
で
加
え
ら
れ
た

と
考
え
て
い
る
。
巻
十
二
は
、
雑
部
以
外
に
、
「
重
点
」
（
「
瀼
々
」
な
ど
畳
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符
を
含
む
熟
字
を
集
成
す
る
）
、
「
連
字
」
、「
臨
時
雑
要
字
」
よ
り
成
る
特
殊

な
巻
で
あ
り
、
「
重
点
」
以
下
は
辞
書
の
付
録
の
よ
う
な
性
格
で
、
編
纂
当

初
か
ら
存
し
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

（
十
六
）
こ
こ
で
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
最
後
の
部
首
「
臨
時

雑
要
字
」
（
巻
十
二
）
の
万
葉
仮
名
で
あ
る
。「
臨
時
雑
要
字
」
は
、
漢
語
抄

類
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
引
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
（
貞
苅
一
九

六
二
／
一
九
八
三
、
築
島
一
九
七
三
な
ど
）
、「
小
学
篇
」「
本
草
」「
連
字
」

と
共
通
す
る
性
質
を
持
つ
（
注
（
十
五
）
参
照
）
。
小
林
（
一
九
七
四
）
は
、

「
小
学
篇
」
と
「
臨
時
雑
要
字
」
に
正
訓
表
記
が
多
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

し
か
し
、「
臨
時
雑
要
字
」
に
お
け
る
和
訓
の
万
葉
仮
名
に
は
、『
新
撰
字
鏡
』

で
出
現
頻
度
の
少
な
い
字
母
が
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
頻
用
字
母
を
用
い
る
傾

向
に
あ
る
。
も
と
の
「
臨
時
雑
要
字
」
の
字
母
と
『
新
撰
字
鏡
』
の
頻
用
字

母
の
す
べ
て
が
一
致
す
る
こ
と
は
、
可
能
性
と
し
て
低
く
（
注
（
十
四
）
参

照
）
、「
臨
時
雑
要
字
」
の
和
訓
は
、
典
拠
の
正
訓
表
記
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
、

仮
名
表
記
は
『
新
撰
字
鏡
』
頻
用
字
母
に
改
変
す
る
と
い
う
形
で
受
容
し
た

と
考
え
た
い
。
「
臨
時
雑
要
字
」
と
「
小
学
篇
」
「
本
草
」
「
連
字
」
と
の
仮

名
字
母
の
異
な
り
は
、
撰
者
昌
住
に
よ
る
字
母
の
整
理
統
一
が
行
き
届
い
て

い
る
か
否
か
に
よ
る
と
考
え
る
。

（
十
七
）
『
新
撰
字
鏡
』
が
依
拠
し
た
『
切
韻
』
は
、
下
平
声
が
『
唐
韻
』、
そ
れ

以
外
が
長
孫
訥
言
『
切
韻
』
に
近
い
と
さ
れ
る
（
上
田
一
九
八
一
、
藤
田
二

〇
一
九
）
。『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
『
玉
篇
』
の
反
切
に
つ
い
て
、
井
野
口

（
一
九
七
八
）
は
、
省
画
化
（
胡
―
古
な
ど
）
や
和
習
性
を
帯
び
る
換
字
（
止

な
ど
）
を
指
摘
す
る
。
沼
本
（
一
九
八
六

）
は
、
尤
韻
明
母
、
侯
韻
明
母

a

の
反
切
に
着
目
し
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
反
切
が
典
拠
か
ら
の
機
械
的
な
引
用

で
、
日
本
漢
字
音
（
漢
音
）
を
考
慮
し
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
。

（
十
八
）
同
音
字
注
の
例
を
以
下
に
挙
げ
る
。

茁
（
巻
七
、
四
三
七

）

側
劣
反
。
草
生
。

7

䵵
（
巻
七
、
四
三
七

）

茁
音
。
短
黒
皃
。

8

「
茁
」
「
䵵
」
（
『
新
撰
字
鏡
』
で
連
続
す
る
）
は
、
貞
苅
解
剖
で
「
切
韻
」

が
出
典
と
さ
れ
、
王
仁
昫
『
刊
謬
補
缼
切
韻
』
、
『
広
韻
』
な
ど
で
「
䵵
」
の

小
韻
代
表
字
は
「
茁
」（
「
側
劣
反
（
切
）
」、
入
声
薛
韻
荘
母
）
で
あ
り
、
韻

書
と
符
合
す
る
。

忥
（
巻
一
、
四
八

）

心
音
。
静
也
。

8

『
広
韻
』
で
「
忥
」
は
「
許
既
切
」（
去
声
未
韻
暁
母
、
一
二
丁
表
）
、「
心
」

は
「
息
林
切
」（
下
平
声
侵
韻
心
母
、
四
四
丁
裏
）
で
、
音
が
合
わ
な
い
。「
忥
」

が
「
心
」
と
諧
声
関
係
（
例
え
ば
精
と
清
の
よ
う
に
声
符
（
青
）
を
同
じ
く

す
る
こ
と
）
に
あ
る
と
誤
認
し
た
た
め
に
生
じ
た
日
本
的
な
百
姓
読
み
と
考

え
ら
れ
、
正
し
く
は
「
气
」
と
諧
声
関
係
に
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
（
『
説

文
解
字
』
に
「
忥
」（
心
部
、
十
巻
下
、
一
八
丁
裏
）「
従
心
气
聲
」
と
あ
り
、

心
が
義
符
、
气
が
声
符
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
）。

（
十
九
）
正
音
・
借
音
の
例
を
以
下
に
挙
げ
る
。

頗
（
巻
二
、
九
八

、
被
注
字
虫
損
）

正
音
、
普
多
反
、
平
。
不

8

正
也
。
不
平
也
。
若
也
。
邪
也
。
借
音
、
普
我
反
。
偏
也
。
少
也
。

僅
也
。

「
頗
」
は
、『
篆
隷
万
象
名
義
』（
第
一
帖
、
八
五
オ
）
に
「
普
多
反
。
邪
也
。

少
也
」
、『
大
広
益
会
玉
篇
』（
巻
上
、
三
八
丁
裏
）
に
「
普
波
切
。
不
平
也
。

偏
也
。
又
匹
跛
切
」
と
あ
る
。

（
二
十
）「
胡
」（
巻
一
、
三
三

）「
古
音
」
は
、「
胡
」
が
平
声
模
韻
匣
母
、「
古
」

2

が
上
声
姥
韻
見
母
。
「
夜
」（
巻
九
、
五
三
四

）「
也
音
」
は
、「
夜
」
が
去

6

声
禡
韻
以
母
、
「
也
」
が
上
声
馬
韻
以
母
。
前
者
の
例
は
声
調
と
声
母
が
、

後
者
の
例
は
声
調
の
み
が
異
な
る
。
声
調
が
異
な
る
同
音
字
注
の
存
在
か
ら
、

本
邦
で
編
纂
さ
れ
た
書
か
ら
の
引
用
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
（
同
音
字
注
に
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は
、
韻
書
と
符
合
す
る
音
注
も
多
い
た
め
、
本
邦
で
編
纂
さ
れ
た
書
以
外
の

典
拠
も
存
す
る
だ
ろ
う
）。
な
お
、『
新
撰
字
鏡
』
に
お
け
る
同
音
字
注
の
出

典
を
示
す
と
思
わ
れ
る
例
に
、「
泰
」（
巻
十
一
、
六
九
五

）「
字
様
太
音
」

4

が
あ
る
。

（
二
十
一
）
全
体
的
に
、
声
母
が
喉
音
（
影
母
、
暁
母
、
匣
母
、
于
母
、
以
母
）

の
も
の
に
仮
名
音
注
を
付
す
こ
と
が
多
い
。
な
お
、「
巾
子
」（
巻
十
二
、
七

八
〇

）
「
斤
自
」
は
音
注
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
和
訓
「
古
自
（
コ
ジ
）」

6

と
考
え
て
お
く
。

（
二
十
二
）
撥
音
韻
尾
、
入
声
韻
尾
を
示
す
仮
名
の
表
す
音
が
、
韻
尾
の
音
を
留

め
て
い
た
か
、
開
音
節
化
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
表
記
の
上
か
ら
は
不

明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
小
倉
（
一
九
七
三
）
の
よ
う
に
、
韻
尾
の
音
の

み
を
示
す
と
考
え
て
お
き
た
い
。
後
の
『
類
聚
名
義
抄
』
（
原
撰
本
、
改
編

本
）
で
も
、

韻
尾
を
持
つ
音
に
は
、「
～
ウ
」
の
右
肩
に
補
助
符
号
「
レ
」

ŋ

を
付
け
て
、

韻
尾
以
外
と
区
別
し
て
お
り
、
韻
尾
の
鼻
音
性
を
留
め
て
い

ŋ

た
。
な
お
、
撥
音
韻
尾
、
入
声
韻
尾
の
表
記
の
変
遷
や
音
把
握
に
つ
い
て
は
、

沼
本
（
一
九
八
六

、
第
二
章
第
二
節
）
、
佐
々
木
（
一
九
八
九
）
、
肥
爪
（
二

b

〇
一
八
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（
二
十
三
）
「
齅
」(

巻
二
、
一
二
七

、
去
声
宥
韻
暁
母)

「
支
宇
反
」
の
よ
う

8

に
、

韻
尾
で
も
「
宇
」
が
用
い
ら
れ
る
。

u

（
二
十
四
）
『
新
撰
字
鏡
』
の
和
訓
は
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
る
か
ら
、
見
た
目
で

は
和
訓
注
と
漢
文
注
が
区
別
し
が
た
い
（
注
（
八
）
）。
和
訓
に
使
用
さ
れ
る

仮
名
が
一
字
種
で
あ
れ
ば
、
和
訓
が
付
さ
れ
や
す
い
注
末
尾
（

頁
）
に
、

18

和
訓
に
頻
用
さ
れ
る
字
母
が
出
て
き
た
と
き
、
和
訓
注
だ
と
気
付
き
や
す
い
。

そ
の
よ
う
な
漢
文
注
と
和
訓
注
と
の
弁
別
で
、
和
訓
に
使
用
さ
れ
る
字
母
の

統
一
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
だ
ろ
う
。
な
お
、
昌
住
が
仮
名
を
一
字
種

に
統
一
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
意
識
的
な
統
一
で
な
く
、
無
意
識
に
書
き
慣

れ
た
文
字
に
改
め
た
と
い
う
可
能
性
も
存
す
る
。
し
か
し
、
一
音
節
に
複
数

の
仮
名
字
母
が
用
い
ら
れ
る
「
シ
」
「
テ
」
「
フ
」
「
ミ
」
「
ム
」
（

頁
）
の

21

中
で
、
例
え
ば
、
和
訓
の
は
じ
め
が
「
テ
」
で
あ
る
場
合
に
、
漢
文
注
で
使

用
さ
れ
に
く
い
「
弖
」
が
多
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
（
「
衒
」（
巻
九
、
五
六
〇

）
一
例
の
み
「
天
」
か
ら
始
ま
る
と
思
わ
れ
る
和
訓
が
あ
る
が
、
虫
損
で

7定
か
で
は
な
い
。
正
訓
「
手
」
の
使
用
も
多
い
）
な
ど
、
撰
者
昌
住
が
意
図

的
に
行
っ
た
と
見
ら
れ
る
用
字
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
撰
者
昌
住
は
意
識
的

に
仮
名
を
統
一
し
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
川
端
（
一
九
七
五
）
は
、
『
古

事
記
』
に
お
い
て
、
本
文
の
正
訓
と
仮
名
で
字
母
が
共
通
す
る
こ
と
を
控
え

る
点
に
つ
い
て
、「
よ
む
こ
と
の
一
つ
の
工
夫
」（
一
四
三
頁
）
と
指
摘
す
る
。

こ
の
指
摘
は
『
新
撰
字
鏡
』
に
も
通
じ
る
指
摘
で
あ
る
。

（
二
十
五
）
天
治
本
は
誤
写
が
多
い
が
、「
鍉
𨬹
」（
巻
六
、
三
八
〇

）「
二
字
、

4

金
豆
知
」
の
「
知
」
を
「
千
」
に
訂
正
す
る
（
抄
録
本
は
「
知
」
）
、「
懭
怳
」
、

「
慘
（
虫
損
）
」（
巻
十
二
、
七
七
二

）
で
前
者
の
和
訓
「
何
（
阿
の
誤
）

5

支
良
介
之
」
を
、
後
者
で
も
「
何
」
に
誤
っ
て
引
く
（
つ
ま
り
、
原
本
が
「
何
」

字
に
誤
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
原
本
の
誤
り
を
二
度
も
無
批
判
に
書

写
す
る
）
な
ど
、
原
本
を
忠
実
に
（
無
批
判
に
）
書
写
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
。

（
二
十
六
）
大
東
急
記
念
文
庫
本
（
大
東
急
本
と
略
称
す
る
）
と
享
和
本
は
、
丁

数
と
表
裏
で
被
注
字
の
位
置
を
示
す
（
大
東
急
本
は
序
が
始
ま
る
丁
を
一
丁

と
す
る
）
。
な
お
、
山
田
（
一
九
一
六
、
一
四
三
頁
）
は
、
「
噻
吃
」
（
天
治

本
巻
十
二
、
七
七
一

）
の
和
訓
「
去
止
々
毛
利
（
コ
ト
ド
モ
リ
）
」
に
、「
去
」

5

と
「
古
」
の
異
同
が
あ
る
と
指
摘
す
る
（
「
古
」
乙
丙
本
、
群
書
類
従
本
と

狩
谷
棭
斎
本
）。
当
該
例
「
噻
吃
」
は
「
連
字
」（
貞
苅
解
剖
で
『
文
選
』
を

出
典
と
す
る
部
分
）
に
存
す
る
が
、
「
連
字
」
に
偏
っ
て
現
れ
る
仮
名
字
母

（
二
章
参
照
）
の
「
去
」
を
、
後
代
に
な
っ
て
、
『
新
撰
字
鏡
』
で
頻
出
す

る
「
古
」
に
改
め
た
可
能
性
が
高
い
（
群
書
類
従
本
は
一
行
前
の
「
咆
休
」
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（
下
・
三
四
丁
表
）
の
和
訓
「
去
和
奈
之
（
コ
ワ
ナ
シ
）
」
の
「
去
」
を
「
主
」

に
誤
る
こ
と
も
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
）
。
ま
た
、
「
㲖
」
（
天
治
本
巻
三
、
一

五
二

）
「
波
戸
阿
志
利
」
は
大
東
急
本
、
享
和
本
で
「
波
己
阿
志
利
」
と

2

な
っ
て
い
る
が
、
「
己
」
は
「
戸
」
の
誤
り
と
考
え
不
問
と
す
る
（
山
田
一

九
一
六
、
三
二
頁
参
照
。
類
例
に
「
鋅
」
天
治
本
「
ヘ
良
」
、
抄
録
本
「
己

良
」
）
。
「
𥰭
」
（
天
治
本
巻
八
、
四
七
四

）
「
阿
良
須
美
乃
口
」
の
「
口
」

1

は
「
古
」
の
誤
り
と
考
え
る
（
大
東
急
本
、
享
和
本
「
古
」
）
。

（
二
十
七
）
他
の
二
例
は
、「

」（
天
治
本
巻
八
、
四
八
七

）「
弥
奈
志
子
鳥
」
、

1

大
東
急
本
・
享
和
本
「
弥
奈
志
古
鳥
」
。「
蟺
」（
天
治
本
巻
八
、
五
〇
二

）
6

「
波
知
乃
子
」
、
大
東
急
本
・
享
和
本
「
波
知
乃
古
」。
三
例
す
べ
て
が
、
天

治
本
「
子
」
、
享
和
本
「
古
」
の
例
で
、
大
東
急
本
は
天
治
本
と
共
通
す
る

本
文
を
持
つ
場
合
が
あ
る
（
「
曽
孫
」
例
）。

（
二
十
八
）
本
文
で
挙
げ
た
例
以
外
の
正
訓
と
仮
名
の
異
同
は
、
心
―
己
々
呂
（
乙

類
、「
忪
」
、
「
跳
踃
」
）、
事
―
己
止
（
乙
類
、「
訛
譌
」
）、
所
―
止
己
呂
（
乙

類
、「
磽
磽
确
」
）。
こ
れ
ら
の
う
ち
、「
跳
踃
」
の
み
が
天
治
本
で
仮
名
、
抄

録
本
で
正
訓
の
例
で
、
そ
の
他
は
天
治
本
で
正
訓
、
抄
録
本
で
仮
名
の
例
で

あ
る
。

（
二
十
九
）
山
田
（
一
九
一
六
、
「
例
言
」）
は
、
ア
行
の
エ
と
ヤ
行
の
江
の
区
別

を
認
め
な
い
が
、
お
そ
ら
く
天
治
本
で
「
蜲
」（
巻
八
、
五
〇
九

）「
衣
女

1

虫
」
、
「
𧋟
」
（
巻
八
、
五
一
〇

）
「
衣
女
虫
」
、
「
蛜
𧊰
」
（
巻
八
、
五
〇
二

3

）「
江
女
虫
」
の
例
が
存
す
る
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、「
蛜
𧊰
」
は

8抄
録
本
で
「
於
女
虫
」
と
あ
り
、
「
江
」
は
「
於
」
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る

（
『
新
撰
字
鏡
国
語
索
引
』
二
五
五
～
二
五
六
頁
参
照
）。
な
お
、
天
治
本
と

抄
録
本
の
間
で
、
オ
と
ヲ
に
ま
た
が
る
字
母
の
異
同
も
見
ら
れ
な
い
（
異
同

を
確
認
で
き
る
和
訓
は
一
三
六
例
）。

（
三
十
）
山
田
（
一
九
一
六
、
一
〇
〇
頁
）
は
、
甲
本
（
村
田
橋
彦
跋
、
京
都
大

学
附
属
図
書
館
本
、
抄
録
本

類
）
に
「
和
世
阿
波
」
と
あ
る
と
指
摘
し
て

B

お
り
、
実
際
に
京
都
大
学
附
属
図
書
館
本
で
も
そ
う
な
っ
て
い
る
。
請
求
記

号
は
、

―

／
ハ
／

、
伴
信
友
校
蔵
書
第
二
二
冊
。
他
の
伴
信
友
校
蔵

4

21

4

書
に
、『
篆
隷
万
象
名
義
』
、『
三
宝
類
字
集
』
な
ど
が
あ
る
。

（
三
十
一
）
『
新
撰
字
鏡
』
の
仮
名
音
注
の
中
に
は
、
切
韻
系
韻
書
の
反
切
（
中

古
音
）
と
合
わ
ず
、
『
新
撰
字
鏡
』
が
挙
げ
る
反
切
に
の
み
一
致
す
る
も
の

が
あ
り
、
『
新
撰
字
鏡
』
撰
者
が
反
切
注
を
も
と
に
仮
名
音
注
を
付
し
た
と

推
測
さ
れ
る
例
が
あ
る
（
【
参
考
表
】

「
墾
」（
巻
一
、
七
五

）
、

「
罷
」

12

6

58

（
巻
十
、
六
一
九

）
な
ど
。
こ
の
よ
う
な
音
注
は
、
注
（
七
）
で
述
べ
た

3

漢
文
注
を
和
訳
し
た
と
考
え
ら
れ
る
和
訓
と
似
て
い
る
）
。
こ
の
こ
と
か
ら

（
仮
名
音
注
の
典
拠
と
な
っ
た
書
で
は
な
く
）『
新
撰
字
鏡
』
が
、『
新
訳
華

厳
経
音
義
私
記
』
、『
日
本
霊
異
記
』
と
共
通
す
る
学
問
的
背
景
を
有
す
る
と

考
え
て
お
く
。

［
使
用
テ
キ
ス
ト
］

天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
、
享
和
本
『
新
撰
字
鏡
』
、
群
書
類
従
本
『
新
撰
字
鏡
』
は
、

『
新
撰
字
鏡
増
訂
版

天
治
本
享
和
本
群
書
類
従
本
』
（
臨
川
書
店
、
一
九
六

七
年
）
に
よ
る
。
合
わ
せ
て
『
天
治
本
享
和
本
新
撰
字
鏡
國
語
索
引
』
（
臨
川

書
店
、
一
九
五
八
年
）
を
用
い
る
。

大
東
急
記
念
文
庫
本
（
久
原
文
庫
本
）
『
新
撰
字
鏡
』
は
、
『
原
装
影
印
版
古
辭
書

叢
刊

新
撰
字
鏡
』（
雄
松
堂
書
店
、
一
九
七
六
年
）
に
よ
る
。

玄
応
『
一
切
経
音
義
』
は
、
『
一
切
経
音
義
』
上
中
下
（
古
辭
書
音
義
集
成
第
七

巻
～
第
九
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
〇
年
・
一
九
八
一
年
）
に
よ
る
。
大
治
本

が
存
し
な
い
巻
は
高
麗
蔵
本
を
用
い
る
。

王
仁
昫
『
刊
謬
補
缼
切
韻
』（
王
三
、
完
本
王
韻
）
は
、『
唐
寫
本
刊
謬
補
缼
切
韻
』

（
廣
文
書
局
、
一
九
六
四
年
）
に
よ
る
。『
唐
韻
』
残
巻
は
、『
十
韻
彙
編
』（
学
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生
書
局
、
一
九
六
八
年
）
に
よ
る
。

『
広
韻
』
は
、
『
校
正
宋
本
廣
韻

附
索
引
』（
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
七
年
）
に

よ
る
。
声
母
に
つ
い
て
は
、
『
音
注
韻
鏡
校
本
』
（
木
耳
社
、
一
九
七
一
年
）
を

参
照
し
た
。

『
篆
隷
万
象
名
義
』
は
、
『
高
山
寺
古
辭
書
資
料
第
一
』
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
六

冊
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
七
年
）
に
よ
る
。

『
大
広
益
会
玉
篇
』
は
、
『
古
代
字
書
輯
刊

大
廣
益
會
玉
篇
』
（
中
華
書
局
、
一

九
八
七
年
）
に
よ
る
。

『
爾
雅
』
は
、
『
十
三
経
注
疏

附
校
勘
記
八
』
（
中
文
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）

に
よ
る
。

『
説
文
解
字
』
（
大
徐
本
）
は
、
『
説
文
解
字

附
音
序
、
筆
畫
檢
字
』
（
中
華
書

局
、
二
〇
一
三
年
）
に
よ
る
。

『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』
は
、
『
新
譯
華
厳
経
音
義
私
記
』
（
古
辭
書
音
義
集
成

第
一
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
八
年
）
に
よ
る
。

［
参
考
文
献
］

有
坂
秀
世

一
九
三
七

「
新
撰
字
鏡
に
於
け
る
コ
の
假
名
の
用
法
」
（
『
国
語
と

国
文
学
』
第
一
四
巻
第
一
号
、
有
坂
一
九
五
七
所
収
）

有
坂
秀
世

一
九
五
七

『
国
語
音
韻
史
の
研
究

増
補
新
版
』（
三
省
堂
）

池
田
源
太

一
九
六
九

「
平
安
朝
に
於
け
る
「
本
文
」
を
権
威
と
す
る
学
問
形

態
と
有
職
故
実
」（
『
延
喜
天
暦
時
代
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
）

池
田
証
寿

一
九
八
二

「
玄
応
音
義
と
新
撰
字
鏡
」（
『
国
語
学
』
第
一
三
〇
集
）

池
田
証
壽

二
〇
二
〇

「
『
篆
隷
万
象
名
義
』
の
和
訓
と
二
反
同
音
例
」
（
『
国

語
国
文
』
第
八
九
巻
第
五
号
）

乾
善
彦

二
〇
一
七

『
日
本
語
書
記
用
文
体
の
成
立
基
盤

―
表
記
体
か
ら
文

体
へ

―
』（
塙
書
房
）

犬
飼
隆

一
九
七
三

「
万
葉
〝
仮
名
〟
か
ら
仮
名
へ
」（
『
国
語
学
』
第
九
三
集
、

犬
飼
二
〇
〇
五
所
収
）

犬
飼
隆

一
九
九
二

『
上
代
文
字
言
語
の
研
究
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年

（
増
補
版
））

井
野
口
孝

一
九
七
八

「
新
撰
字
鏡
「
玉
篇
群
」
の
反
切
用
字
」
（
『
文
学
史
研

究
』
第
一
七
・
一
八
号
）

井
野
口
孝

一
九
九
四

「
孫
強
「
上
元
本
玉
篇
」
を
め
ぐ
っ
て

―
『
東
宮
切

韻
』
今
案
部
と
原
本
系
『
玉
篇
』
覚
書

―
」（
『
愛
知
大
学
国
文
学
』
第
三
四

号
）

上
田
正

一
九
七
六

「
平
安
初
期
に
存
し
た
一
字
書
」（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』

第
五
七
輯
）

上
田
正

一
九
八
一

「
新
撰
字
鏡
の
切
韻
部
分
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
学
』
第
一

二
七
集
）

上
田
正

一
九
八
五

「
玉
篇
逸
文
論
考
」（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
七
三
輯
）

内
田
賢
徳

一
九
九
六

「
新
撰
字
鏡
倭
訓
小
考
」
（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
一

六
、
内
田
二
〇
〇
五
所
収
）

内
田
賢
徳

二
〇
〇
五

『
上
代
日
本
語
表
現
と
訓
詁
』（
塙
書
房
）

大
槻
文
彦

一
九
一
六

「
新
撰
字
鏡
天
治
本

跋
」
（
『
新
撰
字
鏡
天
治
本

巻

十
一
巻
十
二
』
六
合
館
、
西
東
書
房
（
改
版
））

大
槻
信

二
〇
〇
二

「
古
辞
書
と
和
訓

―
新
撰
字
鏡
〈
臨
時
雑
要
字
〉

―
」

（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
一
〇
八
輯
、
大
槻
二
〇
一
九
所
収
）

大
槻
信

二
〇
一
九

『
平
安
時
代
辞
書
論
考

―
辞
書
と
材
料

―
』
（
吉
川

弘
文
館
）

大
槻
信

二
〇
二
〇

「
『
新
撰
字
鏡
』
の
編
纂
過
程
」
（
『
国
語
国
文
』
第
八
九

巻
第
三
号
）

岡
井
愼
吾

一
九
三
四

『
日
本
漢
字
学
史
』（
明
治
書
院
）
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岡
田
希
雄

一
九
四
一

「
新
譯
華
厳
経
音
義
私
記
倭
訓
攷
」
（
『
国
語
国
文
』
第

一
一
巻
第
三
号
）

小
倉
肇

一
九
七
三

「
日
本
霊
異
記
の
反
切
音
註
に
つ
い
て
」（
『
今
泉
博
士
古

稀
記
念
国
語
学
論
叢
』
桜
楓
社
、
小
倉
二
〇
一
四
所
収
）

小
倉
肇

二
〇
一
四

『
続
・
日
本
呉
音
の
研
究

第
Ⅰ
部
研
究
篇
』
（
和
泉
書

院
）

川
瀬
一
馬

一
九
五
五

『
古
辞
書
の
研
究
』
（
大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
、
雄
松

堂
出
版
（
増
訂
版
））

川
端
善
明

一
九
七
五

「
万
葉
仮
名
の
成
立
と
展
相
」
（
『
日
本
古
代
文
化
の
探

究
・
文
字
』
社
会
思
想
社
）

木
田
章
義

一
九
九
八

「
『
玉
篇
』
と
そ
の
周
辺
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』

記
念
特
輯
）

木
村
正
辭

一
八
九
八

「
天
治
本
の
新
撰
字
鏡
」（
『
大
八
洲
雑
誌
』
巻
一
三
九
）

小
泉
道

一
九
六
八

「
日
本
霊
異
記
諸
本
訓
釈
索
引
」（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』

第
三
七
輯
）

小
林
芳
規

一
九
七
四

「
新
撰
字
鏡
に
お
け
る
和
訓
表
記
の
漢
字
に
つ
い
て

―
字
訓
史
研
究
の
一
作
業

―
」
（
『
文
学
』
第
四
二
巻
第
六
号
、
小
林
二
〇

一
九
所
収
）

小
林
芳
規

二
〇
一
九

『
平
安
時
代
の
佛
書
に
基
づ
く
漢
文
訓
讀
史
の
研
究
Ⅸ

訓
點
表
記
の
歴
史
』（
汲
古
書
院
）

今
野
真
二

二
〇
一
四

『
日
本
語
学
講
座

仮
名
の
歴
史
』（
清
文
堂
出
版
）

9

阪
倉
篤
義

一
九
六
七

「
抄
録
本
新
撰
字
鏡
に
つ
い
て
」
（
『
天
治
本
新
撰
字
鏡

増
訂
版

附
享
和
本
・
群
書
類
従
本
』
臨
川
書
店
、
後
の
版
で
「
新
撰
字
鏡
解

題
」
に
改
稿
）

佐
々
木
勇

一
九
八
九

「
『
蒙
求
』
字
音
点
に
見
ら
れ
る
日
本
漢
音
の
変
遷

―
鎌
倉
時
代
を
中
心
と
し
て

―
」
（
『
国
文
学
攷
』
第
一
二
一
号
、
佐
々
木

二
〇
〇
九
所
収
）

佐
々
木
勇

二
〇
〇
九

『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
本
漢
音
の
研
究

研
究

篇
』（
汲
古
書
院
）

貞
苅
伊
徳

一
九
五
九

「
新
撰
字
鏡
の
解
剖
〔
要
旨
〕

―
そ
の
出
典
を
尋
ね

て

―
」（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
一
二
輯
、
貞
苅
一
九
九
八
所
収
）

貞
苅
伊
徳

一
九
六
〇

「
新
撰
字
鏡
の
解
剖
〔
要
旨
〕
付
表
（
上
）
」
（
『
訓
点

語
と
訓
点
資
料
』
第
一
四
輯
、
貞
苅
一
九
九
八
所
収
）

貞
苅
伊
徳

一
九
六
一

「
新
撰
字
鏡
の
解
剖
〔
要
旨
〕
付
表
（
下
）
」
（
『
訓
点

語
と
訓
点
資
料
』
第
一
五
輯
、
貞
苅
一
九
九
八
所
収
）

貞
苅
伊
徳

一
九
六
二

「
新
撰
字
鏡
『
臨
時
雑
要
字
』
と
上
代
通
俗
文
字
字
書
」

（
『
国
語
学
』
第
四
八
集
、
国
語
学
会
研
究
発
表
会
発
表
要
旨
）

貞
苅
伊
徳

一
九
八
三

「
『
新
撰
字
鏡
』〈
臨
時
雑
要
字
〉
と
『
漢
語
抄
』
」（
『
国

語
と
国
文
学
』
第
六
〇
巻
第
一
号
、
貞
苅
一
九
九
八
所
収
）

貞
苅
伊
徳

一
九
八
九

「
日
本
の
字
典

そ
の
一
」
（
『
漢
字
講
座
第
二
巻

漢

字
研
究
の
歩
み
』
明
治
書
院
、
貞
苅
一
九
九
八
所
収
）

貞
苅
伊
徳

一
九
九
八

『
新
撰
字
鏡
の
研
究
』（
汲
古
書
院
）

佐
藤
栄
作

一
九
八
四

「
『
倭
名
類
聚
抄
』
に
お
け
る
万
葉
仮
名
の
考
察
」（
『
『
和

名
抄
』
の
新
研
究
』
桜
楓
社
）

佐
藤
喜
代
治

一
九
五
一

「
新
撰
字
鏡
の
本
文
に
つ
い
て
」
（
『
東
北
大
学
文
学

部
研
究
年
報
』
第
一
号
、
佐
藤
一
九
七
一
所
収
）

佐
藤
喜
代
治

一
九
七
一

『
国
語
語
彙
の
歴
史
的
研
究
』（
明
治
書
院
）

高
松
政
雄

一
九
七
三

「
新
撰
字
鏡
の
「
直
音
注
」
に
つ
い
て
」
（
『
訓
点
語
と

訓
点
資
料
』
第
五
三
輯
）

築
島
裕

一
九
六
九

『
平
安
時
代
語
新
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
）

築
島
裕

一
九
七
〇

「
和
訓
の
伝
流
」（
『
国
語
学
』
第
八
二
集
）

築
島
裕

一
九
七
三

「
古
辞
書
に
お
け
る
意
義
分
類
の
基
準
」
（
『
品
詞
別
日
本
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文
法
講
座

品
詞
論
の
周
辺
』
明
治
書
院
、
築
島
二
〇
一
六
所
収
）

10

築
島
裕

一
九
七
九

「
平
安
時
代
に
お
け
る
假
名
字
母
の
變
遷
に
つ
い
て
」（
『
訓

点
語
と
訓
点
資
料
』
第
六
二
輯
）

築
島
裕

一
九
八
一

『
日
本
語
の
世
界

仮
名
』（
中
央
公
論
社
）

5

築
島
裕

二
〇
一
六

『
古
辭
書
と
音
義
』
（
築
島
裕
著
作
集
第
三
巻
、
汲
古
書

院
）

月
本
雅
幸

二
〇
〇
五

「
表
語
文
字
か
ら
表
音
文
字
へ
」
（
『
朝
倉
日
本
語
講
座

文
字
・
書
記
』
朝
倉
書
店
）

2
永
井
圭
司

二
〇
〇
九

「
『
新
撰
字
鏡
』
の
玉
篇
引
用
に
関
す
る
試
論
」
（
『
名

古
屋
大
学
人
文
科
学
研
究
』
第
三
八
号
）

中
山
陽
介

二
〇
二
一

「
平
仮
名
の
字
母
の
体
系
化
」
（
『
国
語
研
究
』
第
八
四

号
）

西
崎
亨

一
九
八
八

「
唐
招
提
寺
所
蔵
「
音
義
断
簡
」
に
つ
い
て

―
萬
葉
仮

名
表
記
和
訓
を
中
心
に

―
」（
『
武
庫
川
国
文
』
第
三
二
号
）

西
原
一
幸

一
九
七
八

「
「
新
撰
字
鏡
」
の
コ
の
仮
名
と
「
尾
張
国
熱
田
太
神

宮
縁
記
」
」（
『
岡
大
国
文
論
稿
』
第
六
号
）

沼
本
克
明

一
九
八
六

「
古
辞
書
・
音
義
の
音
注
と
漢
音
」（
『
築
島
裕
博
士

a

還
暦
記
念
国
語
学
論
集
』
明
治
書
院
、
沼
本
一
九
九
七
所
収
）

沼
本
克
明

一
九
八
六

『
国
語
学
叢
書

日
本
漢
字
音
の
歴
史
』
（
東
京

b

10

堂
出
版
）

沼
本
克
明

一
九
九
七

『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究

―
體
系
と
表
記
を
め

ぐ
っ
て

―
』（
汲
古
書
院
）

肥
爪
周
二

二
〇
一
八

「
撥
音
史
か
ら
見
た
漢
字
音
の
三
種
の
鼻
音
韻
尾
」（
『
訓

点
語
と
訓
点
資
料
』
第
一
四
〇
輯
、
肥
爪
二
〇
一
九
所
収
）

肥
爪
周
二

二
〇
一
九

『
日
本
語
音
節
構
造
史
の
研
究
』（
汲
古
書
院
）

藤
田
拓
海

二
〇
一
九

「
『
新
撰
字
鏡
』
中
の
『
切
韻
』
に
つ
い
て
」
（
『
日
本

語
の
研
究
』
第
一
五
巻
一
号
）

藤
田
拓
海

二
〇
二
〇

「
『
新
撰
字
鏡
』
阝
部
（
邑
部
）
の
解
剖

―
『
切
韻
』

『
玉
篇
』
『
玄
應
一
切
経
音
義
』
に
つ
い
て

―
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』

第
一
四
四
輯
）

馬
淵
和
夫

一
九
七
八

「
『
日
本
霊
異
記
』
と
そ
の
訓
釈
の
か
な
」
（
『
春
日
和

男
教
授
退
官
記
念
語
文
論
叢
』
桜
楓
社
、
馬
渕
一
九
九
九
所
収
）

馬
渕
和
夫

一
九
八
二

「
『
新
撰
字
鏡
』
の
「
借
音
」
に
つ
い
て
」
（
『
中
央
大

学
国
文
』
第
二
五
号
、
馬
渕
一
九
九
六
所
収
）

馬
淵
和
夫

一
九
八
三

「
三
内
説
に
つ
い
て
」（
『
中
川
善
教
先
生
頌
徳
記
念
論

集

仏
教
と
文
化
』
同
朋
舎
出
版
、
馬
渕
一
九
九
六
所
収
）

馬
渕
和
夫

一
九
九
六

『
国
語
史
叢
考
』（
笠
間
書
院
）

馬
渕
和
夫

一
九
九
九

『
古
代
日
本
語
の
姿
』（
武
蔵
野
書
院
）

三
保
忠
夫

一
九
八
八

「
新
撰
字
鏡
小
論
」
（
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人

文
・
社
会
科
学
）』
第
二
二
巻
第
一
号
）

三
宅
ち
ぐ
さ

一
九
八
三

「
『
和
名
類
聚
抄
』
に
お
け
る
万
葉
仮
名

―
諸
本

及
び
そ
の
系
統
間
に
見
ら
れ
る
使
用
状
態
の
違
い

―
」
（
『
東
海
学
園
国
語
国

文
』
第
二
三
号
）

矢
田
勉

二
〇
一
二

『
国
語
文
字
・
表
記
史
の
研
究
』（
汲
古
書
院
）

山
田
健
三

一
九
九
五

「
奈
良
・
平
安
時
代
の
辞
書
」
（
『
日
本
古
辞
書
を
学
ぶ

人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
）

山
田
孝
雄

一
九
一
六

『
新
撰
字
鏡
攷
異
』
（
六
合
館
、
西
東
書
房
（
改
版
）
）

山
田
孝
雄

一
九
四
三

『
国
語
学
史
』（
寶
文
館
）

吉
田
金
彦

一
九
五
六

「
新
譯
華
厳
経
音
義
私
記
の
反
切
に
つ
い
て
」
（
『
静
岡

女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
三
号
、
吉
田
二
〇
一
三
所
収
）

吉
田
金
彦

一
九
五
九

「
新
撰
字
鏡
と
そ
の
和
訓
の
特
質
」
（
『
藝
林
』
第
一
〇

巻
第
五
号
、
吉
田
二
〇
一
三
所
収
）
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吉
田
金
彦

二
〇
一
三

『
古
辞
書
と
国
語
』（
臨
川
書
店
）

［
附
記
］

本
稿
は
、
第
一
二
四
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
（
二
〇
二
一
年
五
月
二
三
日
）

に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
質
疑
に
お
い
て
、
今
野
真
二

先
生
、
岡
島
昭
浩
先
生
、
中
野
直
樹
先
生
は
じ
め
、
席
上
多
く
の
ご
意
見
を
賜
り

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
奨
励
費
（
課
題
番
号20J22434

）
に

よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。

（
す
ず
き

ゆ
う
や
・
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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